
５月号’１１
町民の動き

平成２３年４月１日現在
前月より

男 １０，６８５ －２０
女 １１，３２０ ＋１７
計 ２２，００５ －３
世帯 ８，６２０ ＋１１

http:／／www.town.kitaj ima.lg.jp/

第第７７６６８８号号
中中学学校校新新校校舎舎にに初初めめててのの
入入学学式式でですす
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統
一
地
方
選
挙

九
六
〇

な
か

の

し
ん

ご

中

野

真

吾

五
十
八

①
公
・
現
②
行
政
書

士
③
愛
知
学
院
大
卒

④
党
徳
島
板
野
支
部

長
⑤
北
村
⑥
４

八
二
五

ひ

ぐ
ち

と
み

お

樋

口

富

夫

六
十
四

①
無
・
現
②
元
製
薬

会
社
員
③
板
野
高
卒

④
町
地
域
安
全
推
進

委
員
⑤
北
村
⑥
２

六
九
六

き
た

じ
ま

あ
き

ふ
み

北

島

昭

文

七
十
三

①
無
・
現
②
農

業
③
鳴
門
高
卒

④
町
議
会
議
長

⑤
鯛
浜
⑥
４

六
五
一

み
や

も
と

ひ
ろ

ゆ
き

宮

本

敬

行

五
十
三

①
無
・
現
②
建
設
会

社
長
③
足
利
工
業
大

卒
④
元
町
議
会
議
長

⑤
高
房
⑥
４

六
一
九

お
お

み
ぞ

の
り

ゆ
き

大

溝

典

幸

五
十
一

①
無
・
現
②
リ
フ
ォ
ー
ム

紹
介
業
③
徳
島
商
高
卒
④

フ
レ
ッ
セ
北
島
支
部
組
織

部
長
⑤
北
村
⑥
４

六
〇
二

は
い

だ

き
く

ぞ
う

灰

田

菊

蔵

六
十
六

①
無
・
現
②
元
町
職

員
③
徳
島
東
工
高
卒

④
元
町
議
会
副
議
長

⑤
中
村
⑥
３

五
五
〇

い

せ

せ
い

じ

伊

勢

政

二

七
十
二

①
無
・
現
②
元
住
宅

販
売
会
社
役
員
③
徳

島
工
高
卒
④
元
町
議

会
議
長
⑤
北
村
⑥
４

五
四
〇

か
わ

む
ら

ま
さ

じ

川

村

昌

司

六
十
七

①
無
・
現
②
衣
料
品
販

売
業
③
徳
島
工
高
卒
④

町
議
会
運
営
委
員
会
副

委
員
長
⑤
高
房
⑥
４

五
一
六

ま
す

た
に

さ
だ

ゆ
き

増

谷

禎

通

七
十

①
共
・
現
②
製
缶

業
③
徳
島
東
工
高

卒
④
党
北
島
支
部

長
⑤
江
尻
⑥
８

四
八
八

は

ざ
か

と

し

ま

羽

坂

登
志
馬

五
十
七

①
無
・
現
②
元
た
ば
こ

製
造
会
社
員
③
鳴
門
工

高
卒
④
元
徳
島
北
高
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
⑤
北
村
⑥
２

四
八
八

た
だ

つ

ひ
ろ

ゆ
き

忠

津

博

之

六
十
四

①
無
・
現
②
音
楽
ス
タ

ジ
オ
経
営
③
板
野
高
卒

④
県
民
謡
協
梅
若
啄
穂

会
会
長
⑤
高
房
⑥
５

四
八
五

つ
ぼ

う
ち

つ
ね

お

坪

内

律

雄

六
十
六

①
無
・
現
②
食
品

販
売
会
社
長
③
関

西
大
卒
④
防
災
士

⑤
新
喜
来
⑥
４

四
五
九

た
け

や
ま

み
つ

の
り

武

山

光

憲

六
十
四

①
無
・
現
②
建
設
会

社
長
③
大
阪
経
済

大
卒
④
元
町
議
会

議
長
⑤
中
村
⑥
４

三
六
二

な
か

ま
さ
る

中

勝

六
十
三

①
無
・
新
②
元
印
刷

業
③
近
畿
大
中
退
④

江
尻
東
北
防
災
会
長

⑤
江
尻
⑥
１

三
二
九

板
東

泰
史

四
十
三

二
四
一

土
井

公
二

五
十
三

町
議
会
議
員

晴
れ
の
当
選
者

得
票
数

氏
名

年
齢

①
所
属
政
党
・
新
旧
別

②
職
業

③
最
終
学
歴

④
主
な
経
歴

⑤
住
所

⑥
当
選
回
数

（
徳
島
新
聞
資
料
に
よ
る
）

県県
議議
会会
議議
員員

選選
挙挙
結結
果果

県
議
会
議
員
選
挙
結
果

（
各
候
補
の
得
票
数
）

き
た

じ
ま

か
つ

や

北

島

勝

也

三
二
一
八

よ
し
ひ
さ

み
ぞ
ぶ
ち

禎
久

六
八

み
ず
ぐ
ち

水
口

あ
き
ひ
こ

二
八
五

き
み
な
み

木
南

ゆ
き
よ
し

七
二
四

は
ま浜

さ
ね
よ
し

三
七
三

は
る

お

う
す
き

春

夫

二
四
六
一

ふ

か
わ

扶

川

あ
つ
し

七
四
六

も
り

た

ま
さ

ひ
ろ

森

田

正

博

四
七
五

計

八
三
五
〇

「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
」
日
本
中
ど

こ
に
い
っ
て
も
こ
の
文
字
が
目
に
入

る
。
世
界
中
が
応
援
し
て
く
れ
て
い

る
。
千
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
大
地

震
・
大
津
波
の
被
害
は
、
家
屋
や
家

族
、
学
校
、
車
や
職
場
す
べ
て
の
物

を
一
瞬
に
飲
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

辛
く
悲
し
く
、
そ
し
て
悔
し
い
そ

の
日
か
ら
早
や
二
ケ
月
。
報
道
で
は
、

各
地
か
ら
の
支
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
多
く
集
ま
り
、
少
し
ず
つ
前
を
向

い
て
動
き
始
め
て
い
る
よ
う
だ
。
落

込
ん
で
ば
か
り
で
は
い
ら
れ
な
い
。

一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
い
る
。

電
気
も
水
道
も
ガ
ス
も
日
常
利
用

し
、
何
不
自
由
の
な
い
現
代
の
生
活
。

ス
イ
ッ
チ
一
つ
で
テ
レ
ビ
を
見
、
暖

か
い
室
で
温
か
い
食
事
を
口
に
し
、

外
出
に
は
車
を
利
用
し
、
ほ
し
い
物

は
量
販
店
で
手
に
入
る
。
一
人
ひ
と

り
が
被
災
地
の
人
々
を
思
い
、
無
駄

を
省
い
て
エ
コ
な
生
活
を
心
掛
け
、

自
分
に
出
来
る
応
援
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
広
げ
て

み
た
。
周
囲
を
川
に
囲
ま
れ
て
い
る

北
島
町
に
と
っ
て
津
波
が
押
し
寄
せ

た
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
不
安
に

な
る
。

（２）町報２０１１．５
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（４月２４日執行）

（４月１０日執行）

電電話話予予約約にによよるる証証明明書書のの時時間間外外発発行行ににつついいてて

住民課では、住民サービスの向上を図るため、電話予約
による証明書の時間外発行を試行します。（試行期間：平
成２３年６月～平成２３年８月）
■時間外発行 日時■
毎週水曜日 午後５時１５分～午後７時３０分
■予約方法■
時間外発行日の午後５時までに住民課（�６９８―９８０４）
へ電話でご予約ください。
■発行場所■
北島町役場１階住民課（庁舎西側の出入り口よりお越し
ください）
■発行できる証明書■

■ご注意■
＊本人確認をさせていただきます。
顔写真つき身分証明書（免許証・顔写真付き住基カード）
お持ちでない方は、健康保険証と年金手帳など公的書類
２点をお持ちください。
＊印鑑証明は、印鑑登録証（印鑑登録のカード）が必要です。
＊代理の方は委任状が必要な場合があります。
＊できるだけ、お釣りがいらないようご用意ください。
詳しくは、住民課までお問い合わせください。

お問い合わせ先 北島町住民課 �６９８―９８０４

住民課だより

厚
生
労
働
省
及
び
徳
島

県
で
は
、
今
年
で
五
十
三

回
目
に
な
り
ま
す
「
水
道

週
間
」
を
設
け
、
関
係
者

が
連
携
し
て
広
報
活
動
等

の
運
動
を
重
点
的
に
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
本
年
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
蛇
口
か

ら

あ
ふ
れ
る
ぼ
く
ら
の

夢
・
未
来
」
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
本
町
で
も
次
の
通
り

「
水
道
週
間
」
を
設
け
、

広
報
活
動
等
の
運
動
を
展

開
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
北
島
町
の
水
道

に
つ
い
て
更
に
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
を
深
め
、
も
っ
て
水
道

事
業
の
発
展
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

記

◎
期
間

平
成
二
十
三
年
六
月
一
日

�
〜
六
月
七
日
�
ま
で

こ
の
期
間
、
役
場
四
階
水
道
課
で

先
着
五
十
名
様
に
、プ
レ
ゼ
ン
ト（
お

一
人
様
一
個
）
を
ご
用
意
し
て
お
り

ま
す
。
（
土
・
日
は
休
み
）

☆
水
道
施
設
見
学
会
の
開
催

一
、
日
時

六
月
五
日
�

午
前
九
時
か
ら
受
付

午
前
九
時
三
十
分
開
会

（
小
雨
決
行
）

二
、
場
所

北
島
町
浄
水
場
（
高
房

字
勝
瑞
境
九
七
の
四
・
�
六
九
八
・

七
四
三
二
）

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
参
加
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
粗
品
贈
呈
）
見
学
会
に
参
加
さ
れ

ま
す
方
は
大
変
お
手
数
で
す
が
五
月

三
十
一
日
�
ま
で
に
水
道
課
（
�
六

九
八
―
九
八
一
〇
）
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

尚
、
施
設
管
理
の
都
合
上
、
先
着

五
十
名
様
ま
で
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
浄

水
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
大
変
恐
縮
で
す
が
当
日
は
、
自
転

車
も
し
く
は
徒
歩
等
で
お
越
し
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

北北島島町町「「水水道道週週間間」」のの実実施施

北島町議会議員一般選挙の投票状況
投 票 率（％）

計
４２．２２
６０．３１
４９．９０
６０．１１
５６．１２
４９．７９
５１．２９

女
４２．９１
６２．８０
５０．４０
６１．４１
５５．９４
５１．２６
５２．１８

男
４１．４９
５７．５３
４９．３５
５８．７０
５６．３４
４８．２６
５０．３２

棄 権 者 数
（人）

２，２７２
３１２
２，６６４
１，４００
７４５
１，０９２
８，４８５

投 票 者 数（人）
計
１，６６０
４７４
２，６５３
２，１１０
９５３
１，０８３
８，９３３

女
８６３
２６０
１，４０３
１，１２２
５０４
５７１
４，７２３

男
７９７
２１４
１，２５０
９８８
４４９
５１２
４，２１０

有 権 者 数
（人）

３，９３２
７８６
５，３１７
３，５１０
１，６９８
２，１７５
１７，４１８

施 設 名

南 小 体 育 館
西高房憩の家
保健相談センター
北 小 体 育 館
グリーンタウン憩の家
北島南憩の家
計

投票
所名

第１
第２
第３
第４
第５
第６

徳島県議会議員一般選挙の投票状況
投 票 率（％）

計
４４．９６
５０．７０
４８．６０
５３．７９
５２．２７
４９．５４
４９．３９

女
４５．２９
５１．４６
４８．７６
５３．９１
５０．９５
５１．１３
４９．６６

男
４４．６２
４９．８６
４８．４２
５３．６５
５３．７７
４７．８８
４９．１０

棄 権 者 数
（人）

２，１６９
３８５
２，７３３
１，６２３
８０９
１，０９５
８，８１４

投 票 者 数（人）
計
１，７７２
３９６
２，５８４
１，８８９
８８６
１，０７５
８，６０２

女
９１４
２１２
１，３５９
９８６
４５８
５６７
４，４９６

男
８５８
１８４
１，２２５
９０３
４２８
５０８
４，１０６

有 権 者 数
（人）

３，９４１
７８１
５，３１７
３，５１２
１，６９５
２，１７０
１７．４１６

施 設 名

南 小 体 育 館
西高房憩の家
保健相談センター
北 小 体 育 館
グリーンタウン憩の家
北島南憩の家
計

投票
所名

第１
第２
第３
第４
第５
第６

・除籍謄抄本 １通７５０円

・戸籍附票 １通３００円

・身分証明書 １通３００円

・戸籍謄抄本 １通４５０円

・住民票の写し・除票 １通３００円

・印鑑登録証明書 １通３００円

（３） 町報２０１１．５



主 事 佐藤 真也 技 能 員 灰田 憲司
技 能 員 佐藤 純一 技 能 員 増田 直人

建 設 課
TEL６９８‐９８０８ FAX６９８‐２１７５

道路・橋梁・河川・公園の建設管理
都市計画、土地開発公社

課 長 久次米孝祥 主 査 亀田真由美
主 査 佐野 広行 係 長 濱川 豪
技術係長 加集 大志 技術係長 粟田 友也

下 水 道 課
TEL６９８‐９８１８ FAX６９８‐２１７５

下水道事業、浄化槽

課 長 渡辺 文敏 課長補佐 東條 誠司
技術主査 上野 清志 技術主査 片岡 学
技 師 大藤 泰彦 主 事 板東かおり

クリーンセンター
ＩＮＳ６９８‐８６９１ FAX６９８‐３９６８

水質及び汚濁の検査、施設運転維持管理
下水処理場維持管理、し尿収集許可業者指導

所長（兼務） 東條 誠司 所長補佐 中田 浩文
主 任 新 裕史 技 能 員 矢野 良英

出 納 室
TEL６９８‐９８０９ FAX６９８‐８４９４

収入及び支出、現金の出納・管理
現金及び財産の記録保管
決算の調整、指定金融機関

会計管理者兼室長 小林 喜代 係 長 真柴 美帆

水 道 課
TEL６９８‐９８１０ FAX６９８‐０４６１

取水、送水、配水計画、水質・浄水場管理
給配水工事、漏水調査

課 長 三木 泰徳 技術主査 樫原 達也
主 任 高井 宏典 係 長 坂東 真美
係 長 三好 征治 主 事 橋本奈緒子
主 事 松永憲資郎

議会事務局／監査委員事務局
TEL６９８‐９８１１ FAX６９８‐２１７６

町議会全般、監査事務

局長（課長補佐） 森本 明 書記（主査） 那須 桂子

教育委員会事務局
TEL６９８‐９８１２ FAX６９８‐１１２１

教育委員会、学校教育、施設整備、就学援助
生涯学習、人権教育、文化財、公報委員会
体育協会、体育指導委員会、スポーツ少年団
子ども会

局 長 岡崎 和彦 人権教育指導員 大橋貞比古
社会教育指導員 中川 洋 主 幹 小西 昌幸
局長補佐 尼寺かつ美 担当局長補佐 福井 和輝
技術主査 藤高 繁利 主 任 多田 勝彦
係 長 坪井 孝文 係 長 �橋みゆき
係 長 川村 泰弘

図書館・創世ホール
TEL６９８‐１１００ FAX６９８‐１１８０

図書・資料保存、貸出、ホール事業の企画実施
施設の利用、管理

館長（兼務） 小西 昌幸 主 査 向井久美子
係 長 堀 真結子 係 長 亀井三恵子
係 長 山田佳代子

給食センター
TEL６９８‐２６０１ FAX６９８‐９６９６

調理及び配送、洗浄、物資発注、献立作成
栄養指導、調理指導

所長（兼務） 尼寺かつ美 県学校栄養士 川村 圭子
主 任 新田 尚美 主 任 朝野 亮
調 理 員 梅川 健一 調 理 員 上藤 利博

北島幼稚園
TEL・FAX６９８‐３５７２

教頭（兼務） 北島 千鶴 主 任 生藤 英子
教 諭 栗本佐知子 教 諭 渡部 裕美
教 諭 小林 真央

北島北幼稚園
TEL・FAX６９８‐３５７１

教 頭 北島 千鶴 教 諭 森本 敬美
教 諭 齋藤 結香

北島南幼稚園
TEL・FAX６９８‐３５７３

教頭（兼務） 北島 千鶴 主 任 河島 恵子
教 諭 佃 志乃 教 諭 浅野 真理

（４）町報２０１１．５



北島町組織表
平成２３年４月１日現在

所属名、電話、事務概要、職名、氏名

総 務 課
TEL６９８‐９８０１ FAX６９８‐３６４２

総合計画、財政計画、普通財産管理、議会
職員の任用、服務、統計、情報公開、電算管理
広報、消防防災、交通安全、国際交流

課 長 藤本 宏 課長補佐 水野 和代
主 査 大西 徹 主 査 福井美穂子
係 長 印藤 勤 係 長 石田 克夫
係 長 山本 由佳 主 事 小松 真司
主 事 山田 和義 主 事 伊月 貴史
技 能 員 前田 孝徳

税 務 課
TEL６９８‐９８０３ FAX６９８‐８４９４

町税の賦課徴収、国民健康保険税
介護保険料（第２号被保険者）

課 長 水主 博文 主 査 飯坂 桂司
係 長 中西 康文 係 長 神原 有加
係 長 小山 武夫 係 長 横山真理子
係 長 生藤 健介 係 長 平尾 和之
主 事 弘永 怜也 主 事 仁尾 友紀

住 民 課
TEL６９８‐９８０４ FAX６９８‐８４９４

戸籍、住民基本台帳、印鑑登録、外国人登録
人権、選挙

課 長 北島 周二 主 査 粟田 洋美
主 査 稲井 知子 主 査 井住 孝士
主 事 中村 美菜 主 事 川口明日香

民生児童課
TEL６９８‐９８０２ FAX６９８‐８４９４

社会福祉、民生・児童委員、生活保護
重度医療等、母子・寡婦福祉、保育所入所

課 長 尼寺 宗市 主 幹 山田 勝子
課長補佐 田島 恵子 主 査 森本 秀樹
係 長 槙内 佳美 係 長 岡田 好弘
主 事 山根奈津美

保 育 所
ＩＮＳ６９８‐３８５８ FAX６９８‐３９２５

乳幼児の保育・健康管理、乳幼児の給食

所長（兼務） 山田 勝子 主任保育士 阿木 道代
保 育 士 梶原 里美 保 育 士 原田 佳美
保 育 士 大江 和代 保 育 士 海川 友子
保 育 士 藤田真由美 保 育 士 野口 直子
保 育 士 廣瀬 真希 保 育 士 近藤 幸恵
主 任 富永 弘恵

保険福祉課
TEL６９８‐９８０５ FAX６９８‐８４９４

国民健康保険、老人福祉、国民年金
介護保険、介護保険料（第１号被保険者分）
後期高齢者医療、包括的支援事業（介護予防）

課 長 近藤 稔夫 課長補佐 中谷佐多子
主 査 朝野 真紀 主 査 藤田 久美
係 長 武市 芳美 係 長 山田謙一郎
係 長 金磯 秀樹 技術係長 ジョーンズ敏子
主 事 三木 一正 主 事 岡田 慎也
主 査 廣瀬 晃代（後期高齢者医療広域連合派遣）

保健相談センター
ＩＮＳ６９８‐８９０９ FAX６９８‐８９２５

母子・成人・精神保健事業、乳幼児医療
予防接種、生活習慣病予防、栄養指導

所長（兼務） 中谷佐多子 技術係長 瀧口 美紀
技術係長 大藤 恵 保 健 師 笹田 憲司
保 健 師 村上 明華 主 事 喜田 慎也

生活産業課
TEL６９８‐９８０６ FAX６９８‐３６４２

環境衛生、公害防止、農業委員会、農地利用
衛生組合、農業・商工・観光

課 長 田邨 勇二 課長補佐 村上 茂之
主 任 撫養 秀樹 主 査 藤田 浩章
係 長 松浦 弘典 係 長 三木 玲子
主 事 新居 大輔

清掃センター
ＩＮＳ６９８‐４０５２ FAX６９８‐７４５０

一般廃棄物の収集・運搬、焼却施設の運転管理
容器包装リサイクル法、家電リサイクル法
集積所管理

所長（兼務） 村上 茂之 技術係長 井上 雅文
主 任 中野 浩 主 任 浅野 稔
主 任 亀田 卓洋 主 任 高橋 宏
主 任 山田 幸生 主 任 谷岸 勝吉

町 長 古川 保博

副 町 長 山本 廣

教 育 長 眞島 豪之

総務参事 北島 孝昭

（５） 町報２０１１．５
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史
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北
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学
校
教
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邊

真

弓

転転
任任
のの
ごご
挨挨
拶拶

前
北
島
北
小
学
校
長

宮

原

伸

次

新
緑
が
鮮
や
か
に
映
え
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
教
職
員
定
期
異
動
に

よ
り
、
藍
住
東
小
学
校
か
ら
北
島
小

学
校
に
転
任
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
数
多
く
の
大
き
な
研
究
大
会

を
開
催
し
、
子
ど
も
た
ち
も
先
生
方

も
大
変
優
秀
な
学
校
だ
と
聞
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
の
方
や
地
域

の
方
も
教
育
に
熱
心
で
協
力
的
な
学

校
だ
と
も
伺
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
小
学
校
に
お
い
て
は
、

学
習
指
導
要
領
が
完
全
実
施
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
に
「
生
き
る
力
」
を
身

に
付
け
る
た
め
に
、
学
習
す
る
時
数

も
増
え
、
言
語
活
動
の
充
実
が
大
き

な
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

内
容
を
一
人
一
人
の
子
ど
も
た
ち
に

定
着
さ
せ
る
た
め
に
微
力
な
が
ら
精

一
杯
の
努
力
を
す
る
所
存
で
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
「
学
校
大

好
き
」「
先
生
大
好
き
」「
友
達
大
好

き
」
と
言
え
る
北
島
小
学
校
に
し
た

い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

家
庭
と
地
域
・
学
校
が
連
携
し
て
、

子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
こ
と
が

第
一
で
す
。
ど
う
か
皆
様
の
ご
協
力

と
ご
支
援
を
頂
け
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
、
わ
た
し
の
着
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

例
年
に
な
く
長
か
っ
た
厳
し
い
寒

さ
も
終
わ
り
、
暖
か
く
若
葉
の
美
し

い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び

の
定
期
異
動
で
、
伝
統
あ
る
北
島
北

小
学
校
に
着
任
し
た
こ
と
を
、
と
て

も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

と
い
う
の
も
、
北
島
北
小
学
校
は
、

私
に
と
っ
て
と
て
も
懐
か
し
い
思
い

出
の
あ
る
学
校
だ
か
ら
で
す
。
実
は
、

私
は
県
外
で
会
社
勤
め
を
し
て
お
り
、

家
の
都
合
で
徳
島
に
戻
っ
て
教
員
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時

に
教
育
実
習
で
お
世
話
に
な
っ
た
の

が
、
こ
の
北
島
北
小
学
校
な
の
で
す
。

も
う
今
か
ら
三
十
年
近
く
前
の
こ
と

で
す
。
当
然
そ
ん
な
昔
の
こ
と
を
知

っ
て
い
る
人
は
誰
も
い
な
い
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

北
小
学
校
で
の
初
め
て
の
入
学
式
の

時
に
、
あ
る
来
賓
の
方
か
ら
、
「
先

生
は
北
島
北
小
は
二
度
目
で
す
ね
。」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
お
話
を
聞
い
て

み
る
と
、
ど
う
や
ら
そ
の
方
の
子
供

さ
ん
の
学
級
で
教
育
実
習
を
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
子
供
さ
ん
も
現
在
教
員
を
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

た
っ
た
数
週
間
の
教
育
実
習
で
関
わ

っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
て
下

さ
る
方
が
い
る
こ
と
を
知
り
、
と
て

も
あ
り
が
た
く
、
嬉
し
く
思
う
と
同

時
に
、
教
育
に
携
わ
る
こ
と
に
対
す

る
責
任
の
重
さ
を
改
め
て
認
識
し
ま

し
た
。

北
島
北
幼
稚
園
・
小
学
校
の
子
供

た
ち
が
、
将
来
社
会
に
貢
献
で
き
る

よ
う
な
良
識
あ
る
良
い
社
会
人
に
な

る
よ
う
に
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

精
一
杯
努
め
る
覚
悟
で
す
。
ど
う
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
の
た
び
の
定
期
異
動
に
よ
り
、

北
島
小
学
校
に
転
任
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

私
が
本
校
に
勤
務
す
る
の
は
、
三

度
目
で
す
。
一
度
目
は
、
新
任
の
学

級
担
任
と
し
て
、
二
度
目
は
教
務
主

任
と
し
て
勤
務
し
、
三
度
目
は
教
頭

と
し
て
赴
任
い
た
し
ま
し
た
。

三
度
目
の
赴
任
の
日
に
校
歌
を
歌

っ
た
時
、
そ
の
響
き
の
中
に
、
歴
史

と
伝
統
を
一
途
に
守
り
抜
い
て
き
た

風
格
と
、
凛
と
し
た
潔
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
北
島
小

学
校
で
出
会
っ
た
子
ど
も
た
ち
と
保

護
者
や
地
域
の
皆
様
の
顔
が
次
々
に

浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
私
自
身
の
原

点
で
あ
る
北
島
小
学
校
で
勤
務
で
き

る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
と
同
時
に
、

教
師
と
し
て
の
自
分
を
育
て
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
方
に
深
い
感
謝
の
思
い

が
つ
の
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
「
学
校
が

大
好
き
」
と
言
え
る
た
め
に
、
ま
た
、

一
人
ひ
と
り
の
よ
さ
が
生
か
さ
れ
健

全
な
育
成
が
で
き
る
た
め
に
、
皆
様

と
力
を
合
わ
せ
心
を
一
つ
に
し
て
、

本
校
の
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
く

所
存
で
す
。
ど
う
ぞ
、
皆
様
方
の
あ

た
た
か
い
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

深
緑
が
ま
ぶ
し
い
好
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
、
ご

清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

さ
て
、
私
は
、
こ
の
た
び
の
教
職

員
定
期
異
動
に
よ
り
、
北
島
北
小
学

校
よ
り
、
東
み
よ
し
町
立
足
代
小
学

校
に
転
任
致
し
ま
し
た
。

北
島
北
小
学
校
在
任
中
に
は
保
護

者
の
方
々
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
の

ご
指
導
や
ご
支
援
を
賜
り
、
職
務
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

北
島
北
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は

素
直
で
元
気
で
あ
り
、
自
分
の
持
て

る
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
生
き
生
き

と
活
動
す
る
子
ど
も
た
ち
で
し
た
。

保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
は
『
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
』
と
い
う
熱
い

思
い
の
も
と
、
様
々
な
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
校
で
勤
め
さ

せ
て
頂
い
た
こ
と
を
心
よ
り
有
り
難

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

転
任
致
し
ま
し
た
足
代
小
学
校
は
、

昨
年
度
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
文
科
大
臣

賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
地
域
を
あ
げ
て
取
り
組
ん

で
い
る
学
校
で
す
。
ま
だ
一
カ
月
に

も
な
り
ま
せ
ん
が
、
素
直
で
明
る
い

子
ど
も
た
ち
と
共
に
、
教
職
員
と
力

を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

何
よ
り
北
島
北
小
学
校
で
の
経
験

を
生
か
し
未
来
を
拓
く
子
ど
も
た
ち

が
輝
く
こ
と
の
で
き
る
学
校
を
創
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の

ご
指
導
・
ご
支
援
を
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
北
島

町
の
益
々
の
ご
発
展
と
皆
様
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

（６）町報２０１１．５
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転転
任任
のの
ごご
挨挨
拶拶

北
島
小
学
校
長

宮

浦

明

彦

転転
任任
のの
ごご
挨挨
拶拶

前
北
島
小
学
校
教
頭

三

橋

泰

新
緑
が
と
て
も
す
が
す
が
し
く
感

じ
ら
れ
る
好
季
節
に
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
平
成
二
十
三
年
度
教

職
員
定
期
異
動
に
よ
り
、
三
年
間
の

北
島
小
学
校
勤
務
を
終
え
、
地
元
の

美
馬
市
脇
町
小
学
校
に
転
勤
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
三
年
間
、
保
護
者
や
地
域
の

方
々
、
教
育
委
員
会
や
町
行
政
の

方
々
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
方
の

ご
支
援
や
ご
鞭
撻
の
お
か
げ
で
、
何

と
か
責
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
浅
学
非
才
の
新
任
校
長
に
温

か
く
接
し
て
く
だ
さ
り
、
本
当
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
北
島
町
で
出

会
っ
た
全
て
の
方
々
に
感
謝
を
忘
れ

ま
せ
ん
。

今
度
は
、
地
元
、
美
馬
市
で
新
た

な
出
会
い
や
再
会
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
微
力
で
す
が
誠
心
誠
意
与
え
ら

れ
た
職
務
に
励
む
覚
悟
で
す
。

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
北
島

町
の
益
々
の
ご
発
展
と
皆
様
方
の
ご

健
勝
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
て
、
転

任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

春
も
深
ま
り
、
木
々
の
緑
も
色
濃

く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
定
期
異
動
に
よ
り
阿

波
市
の
林
小
学
校
へ
転
任
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

北
島
小
学
校
で
は
三
年
間
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
短
い
期
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
私
が
期
待
し
て
い
た

と
お
り
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
人
と

の
す
ば
ら
し
い
出
会
い
が
あ
り
ま
し

た
。
北
島
小
学
校
に
赴
任
し
た
時
、

子
ど
も
達
が
大
き
な
声
で
は
っ
き
り

と
挨
拶
が
で
き
る
こ
と
や
、
始
業
式

で
の
子
ど
も
達
の
す
ば
ら
し
い
態
度

に
感
心
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。
ま
た
、
つ
い
こ
の
前
の
卒

業
式
で
の
感
動
は
今
も
強
く
残
っ
て

い
ま
す
。

互
い
に
学
び
合
い「
人
と
人
と
の
か

か
わ
り
の
中
で
こ
そ
人
は
育
つ
」
こ

の
言
葉
が
ピ
ッ
タ
リ
と
当
て
は
ま
る

学
校
だ
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
も
た

く
さ
ん
の
方
々
に
鍛
え
ら
れ
、
支
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
感
じ
て

い
ま
す
。
北
島
小
学
校
に
勤
務
で
き

た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
学
校
で
も
人
と
人
と
の
か

か
わ
り
を
大
切
に
し
、
頑
張
っ
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
し
、
転
任
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

＊
菊
苗
の
配
布
で
す

町
内
の
み
な
さ
ま
、
町
の
花
で
あ

る
「
菊
」
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
？

大
菊
や
小
菊
の
苗
を
無
料
で
配
布

い
た
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と

き

六
月
十
二
日
�

午
前
十
時
よ
り

と
こ
ろ

総
合
庁
舎
西
側
車
庫

北
島
北
小
学
校
玄
関
前

北
島
南
小
学
校
玄
関
前

（
一
人
五
鉢
の
配
布
で
菊
苗
が
な
く

な
り
次
第
終
了
し
ま
す
）

菊
苗
を
持
ち
帰
っ
た
後
は
…

十
月
下
旬
に
「
菊
花
展
」
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

一
鉢
か
ら
で
も
出
品
で
き
る
一
鉢

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
お
り
、
年
々
、

一
鉢
出
品
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

あ
な
た
が
育
て
た
菊
も
、
菊
花
展

に
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

＊
ゴ
ー
ヤ
苗
の
配
布
で
す

菊
苗
の
配
布
と
あ
わ
せ
て
ゴ
ー
ヤ

苗
を
配
布
し
ま
す
。
一
人
三
本
の
配

布
を
予
定
し
て
お
り
、
な
く
な
り
次

第
終
了
し
ま
す
。

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」を

実
施
致
し
ま
す
の
で
、
自
慢
の
ゴ
ー

ヤ
を
育
て
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
！

＊
詳
し
い
こ
と
は
、生
活
産
業
課（
�

六
九
八
―
九
八
〇
六
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

●
実
施
日
時

五
月
二
十
二
日
�
午
前
八
時
三
〇

分
よ
り
。
小
雨
決
行
。
（
＊
雨
天
の

場
合
は
五
月
二
十
九
日
�
に
延
期
）。

●
実
施
内
容

各
地
域
の
除
草
、
空
き
缶
・
空
き

び
ん
拾
い
の
清
掃
。
（
た
だ
し
、
ヘ

ド
ロ
や
粗
大
ご
み
・
不
燃
物
は
収
集

し
ま
せ
ん
）

ま
た
、
地
域
に
清
掃
す
る
場
所
が

な
い
環
境
衛
生
組
合
の
方
は
、
お
近

く
の
幹
線
道
路
の
除
草
作
業
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
雑
草
、
空
き
缶
・
空
き
び
ん
の
収

集
依
頼
に
つ
い
て

五
月
十
三
日
�
ま
で
に
生
活
産
業

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
薬
剤
の
配
布
（
小
溝
の
害
虫
駆
除

剤
）五

月
十
二
日
か
ら
五
月
二
十
日
の

期
間
内
に
庁
舎
二
階
生
活
産
業
課
に

て
配
布
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
生
活
産
業
課
ま

で
（
�
六
九
八
―
九
八
〇
六
）

町町
内内
一一
斉斉
清清
掃掃
のの
おお
知知
らら
せせ生生

活活
産産
業業
課課

行行政政相相談談委委員員がが委委嘱嘱さされれままししたた
当町担当の行政相談委員岡田和子さん、藤田俊男

さんが、平成２３年４月１日付けで総務大臣から引き
続き再委嘱されましたのでお知らせします。
役所等の仕事について、苦情や意見・要望がある

方は、行政相談委員へお気軽にお申出ください。

おか だ かず こ

行政相談委員 岡田 和子 さん

住 所：北村字新川屋２７

電 話：６９８―３４５５

ふじ た とし お

行政相談委員 藤田 俊男 さん

住 所：新喜来字南古田２７

電 話：６９８―５９０９

菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊
苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗
及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及
びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび
ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤ
苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗

配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配
布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布
のののののののののののののののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

生
活
産
業
課

（７） 町報２０１１．５
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①
下
水
道
を
利
用
で
き
る
区
域
が
拡
大
し
ま
し

た
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
よ
り
、
左
図
の
赤

色
区
域
の
皆
様
に
公
共
下
水
道
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
区
域
内
で
、
平
成

二
十
三
年
九
月
末
ま
で
に
改
造
工
事
を
行
い
下

水
道
へ
と
接
続
さ
れ
ま
す
と
、
最
大
二
〇
万
円

の
助
成
金
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
黄
色
の
区
域
内
で
、
ま
だ
下
水
道
へ

接
続
さ
れ
て
い
な
い
方
で
も
最
大
一
〇
万
円
か

ら
一
五
万
円
の
助
成
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

②
受
益
者
負
担
金
の
減
免
が
あ
り
ま
す

下
水
道
へ
接
続
さ
れ
る
と
「
受
益
者
負
担

金
」
を
納
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
よ
り
、
一
般
住
宅
等

（
新
築
お
よ
び
事
業
所
は
除
き
ま
す
）
は
、
供

用
開
始
か
ら
一
年
の
間
に
接
続
さ
れ
る
と
、
減

免
制
度
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

す
で
に
接
続
さ
れ
た
方
お
よ
び
着
色
区
域
内

の
皆
さ
ま
に
つ
き
ま
し
て
も
同
様
と
な
り
ま
す
。

助
成
金
制
度
と
受
益
者
負
担
金
の
減
免
制
度

を
活
用
し
、
一
日
も
早
く
公
共
下
水
道
へ
接
続

を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
下
水
道

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

下
水
道
課
�
六
九
八
―
九
八
一
八

下下
水水
道道
課課
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ

≪ ご み ニ ュ ー ス ≫
今月のごみ対策啓発優秀ポスター
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昨年４月より「ＰＥＴボトル」と「プラマークのついたプラスチッ
クごみ」はそれぞれ別の収集車で収集しています。住民の皆さんのご
協力により、分別の状況は改善されてきています。
容器包装プラスチックごみの日に収集しているのは、「ペットボト
ル」と「プラマークのついたプラスチックごみ」です。それぞれに分
別をし、水洗いをしてから別々の袋に分けて出してください。「ペッ
トボトル」は、キャップをはずしラベルをはがして軽く中をすすいで
出してください。「プラマークのついたプラスチックごみ」は、汚れ
や中身を水洗いしてから出してください。
また、ペットボトルマーク、プラマークのついていない「その他の
プラスチックごみ」は、容器包装プラスチックの収集日には収集しま
せんので、不燃ごみとして清掃センターに持ち込むか、収集依頼の「専

用はがき」により申込みをしてください。今後とも「分
別、減量、資源化」にご理解、ご協力をお願いいたし
ます。
＊「専用はがき」は、ごみカレンダーの巻末について
います。ごみカレンダーは、役場生活産業課・清掃セ
ンター・図書館等公共施設の他、ＪＡ北島支所、郵便
局、商工会などに置いてあります。

北島中 竹� 千夏

“決められた日・時間・場所に、決められたごみを正しく出しましょう”

①可燃ごみの月別収集量
４月
３４１t
?t

３月
３２８t
３１５t

１３t減

２月
２６２t
２５８t

４t減

平成２２年度
平成２３年度

増減量

（８）町報２０１１．５



ヤ
ン
グ
健
診
を
受
け
よ
う
！

（
申
込
制
）

出
前
講
座
で
き
ま
す
！

〜
私
た
ち
は
皆
様
の
健
康
づ
く
り

活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
〜

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
の
一
部
助
成

「
若
い
か
ら
健
診
を
受
け
な
く
て

も
大
丈
夫
。」と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
確
か
に
、
ど
こ
か
体
の
調
子
が

悪
い
な
ど
の
自
覚
症
状
は
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
若
い
と
か

太
っ
て
い
な
い
か
ら
と
か
関
係
な
く
、

血
液
検
査
や
尿
検
査
を
し
て
い
な
い

と
体
の
中
の
状
態
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

な
か
な
か
健
康
診
断
を
受
け
る
機

会
が
な
い
ヤ
ン
グ
な
方
々
を
対
象
に
、

次
の
と
お
り
健
康
診
断
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
ぜ
ひ
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

○
日
時

六
月
十
二
日
�

（
受
付
）
午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時

＊
予
約
時
間
は
三
十
分
ご
と
に
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

○
場
所
・
申
込
先

北
島
町
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

○
申
し
込
み
締
切
日

六
月
二
日
�
ま
で

○
対
象

今
年
度
二
十
〜
四
十
歳
未
満
の
方

で
、
北
島
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
。

（
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
〜
平

成
四
年
三
月
三
十
一
日
生
の
方
）

○
検
査
内
容

身
体
計
測
、
血
圧
、
血
液
検
査（
血

中
脂
質
、
肝
機
能
、
血
糖
検
査
、

腎
機
能
、
尿
酸
値
）、尿
検
査
な
ど
。

○
健
診
料
金

千
円

○
持
参
物

受
診
券
、
問
診
票
、
健
診
料
金（
受

診
券
、
問
診
票
は
お
申
し
込
み
後
、

こ
ち
ら
か
ら
個
別
に
お
送
り
し
ま

す
。）

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
民

の
方
の
健
康
生
活
を
お
手
伝
い
さ
せ

て
頂
き
た
く
、
『
出
前
講
座
』
を
実

施
し
て
い
ま
す
。皆
様
の「
生
の
声
」

を
も
と
に
、
健
康
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
ら
れ
る
『
出
前
講
座
』
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

『
出
前
講
座
』
に
お
い
て
は
、
職

員
が
持
つ
専
門
性
を
活
か
し
、
皆
様

が
持
っ
て
い
る
健
康
に
関
す
る
様
々

な
興
味
・
疑
問
な
ど
を
一
緒
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
こ
ん
な
講
座
が
で
き
ま

す
。

・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
っ
て
何
が
怖
い

の
？

・
自
分
に
合
っ
た
食
事
内
容
は
？

・
健
診
結
果
の
見
方
と
生
活
改
善
に

つ
い
て

以
上
の
よ
う
な
健
康
に
関
す
る
内

容
で
あ
れ
ば
、
ご
要
望
に
お
応
え
致

し
ま
す
。

町
内
ど
ち
ら
で
も
お
伺
い
し
ま
す
。

も
し
く
は
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で

の
講
座
も
開
催
で
き
ま
す
。
（
部
屋

の
空
き
状
況
次
第
）

『
出
前
講
座
』
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
日
程
・
内
容
に
つ
い
て
一
度
保

健
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
も
ち
ろ
ん
無
料
と
な
っ
て
い

ま
す
。

○
対
象

北
島
町
の
住
民
の
方
で
、
四
〜
五

人
以
上
の
集
ま
り
で
あ
れ
ば
、
ご
利

用
に
な
れ
ま
す
。

＊
た
だ
し
、
営
利
目
的
の
団
体
の
集

ま
り
に
は
、
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
は
成
人
の

肺
炎
の
二
五
〜
四
〇
％
を
占
め
、
特

に
高
齢
者
で
の
重
篤
化
が
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
肺
炎
球
菌
は
、
そ
の

他
に
、
気
管
支
炎
、
副
鼻
腔
炎
、
中

耳
炎
、
髄
膜
炎
な
ど
を
起
こ
す
細
菌

と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
肺
炎
の
す

べ
て
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
接
種
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
予
防
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
健
康
な
人
で
は
、
少
な
く
て
も
五

年
間
は
抗
体
レ
ベ
ル
が
上
昇
し
た
状

態
が
続
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
）

北
島
町
で
は
、
平
成
十
九
年
か
ら

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
接
種
す
る
か
ど

う
か
は
各
目
の
判
断
で
行
う
任
意
接

種
と
な
り
ま
す
の
で
、
接
種
に
あ
た

っ
て
は
医
師
と
十
分
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

○
対
象

北
島
町
に
住
民
票
が
あ
る
七
十
五

歳
以
上
の
方

＊
た
だ
し
過
去
に
北
島
町
の
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
を
受
け

た
こ
と
が
あ
る
方
は
対
象
外

○
自
己
負
担
額

六
千
五
百
円

＊
助
成
額

千
円
（
生
涯
一
回
限
り

助
成
対
象
）

○
接
種
方
法

事
前
に
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
に
申

し
込
み
、
予
診
票
の
交
付
を
受
け
て

か
ら
、
受
託
医
療
機
関
で
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
（
医
療
機
関
に
は
、

事
前
に
予
約
を
し
て
下
さ
い
）

○
受
託
医
療
機
関

い
の
も
と
眼
科
内
科
、
越
智
外
科

内
科
胃
腸
科
、
片
山
医
院
、
北
島
こ

ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
健
生
き
た
じ
ま

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
こ
ま
つ
ば
ら
整
形
外

科
、
高
田
整
形
外
科
病
院
、
田
根
内

科
、
新
居
内
科
、
平
野
内
科
、
堀
口

整
形
外
科
、
三
木
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
山

田
外
科
内
科
、
山
本
内
科
胃
腸
科
、

吉
田
レ
デ
ィ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
吉
野

川
病
院
、
ル
ナ
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ク
リ
ニ

ッ
ク
（
五
十
音
順
）

○
接
種
時
に
必
要
な
も
の

・
町
が
発
行
し
た
予
診
票

・
住
所
や
生
年
月
日
が
確
認
で
き
る

も
の
（
健
康
保
険
証
な
ど
）

＊
ま
た
、
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方

は
ご
持
参
下
さ
い
。

司
法
書
士
の
相
談
日

日
時

五
月
二
十
六
日
�

六
月
二
十
三
日
�

午
前
十
時
〜
十
二
時（
要
予
約
）

保保
健健
相相
談談
セセ
ンン
タタ
ーー
だだ
よよ
りり

お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

�

六
九
八
―
八
九
〇
九

�

六
九
八
―
八
九
二
五

今
年
度
の
自
動
車
税
の
納
期

限
は
五
月
三
十
一
日
�
で
す
。

納
期
内
に
納
め
て
下
さ
い
。

自
動
車
税
の
領
収
証
書
に
添

付
さ
れ
て
い
る
納
税
証
明
書
は
、

車
検
（
継
続
検
査
又
は
構
造
等

変
更
検
査
）
の
際
に
必
要
で
す

か
ら
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

五
月
は
、
軽
自
動
車
税
及
び

固
定
資
産
税
都
市
計
画
税
１
期

分
の
納
付
月
で
す
。納
期
限｛
五

月
三
十
一
日
�
｝
ま
で
に
お
近

く
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
町
税
の
納
付
は
確
実

・
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

（９） 町報２０１１．５
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三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
地
震
で
は
、
各
地
に
お
け
る
避
難

率
の
低
さ
が
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
防

災
情
報
の
周
知
徹
底
の
難
し
さ
が
改

め
て
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

北
島
町
で
は
徳
島
県
沿
岸
部
に
津

波
警
報
お
よ
び
大
津
波
警
報
が
発
令

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
、
北
島
町
河
川
沿
岸

部
に
対
し
、
避
難
勧
告
を
発
令
し
ま

し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
避
難
勧
告
の
意

味
合
い
や
放
送
内
容
が
分
か
り
づ
ら

い
と
い
っ
た
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
う
し
た
反
省
を
今
後
に
生

か
す
た
め
に
以
下
の
点
に
つ
い
て
、

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

�
津
波
避
難
の
心
得
に
つ
い
て

①
直
ち
に
避
難
す
る

直
ち
に
避
難
所
等
に
避
難
し
て
く

だ
さ
い
。
津
波
は
繰
り
返
し
来
襲
し

ま
す
の
で
、
警
報
・
注
意
報
が
解
除

さ
れ
る
ま
で
、
避
難
場
所
に
と
ど
ま

り
ま
し
ょ
う
。

②
非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
て
お

く
避
難
が
長
期
化
す
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
ま
す
。
非
常
食
、
水
、
ラ
ジ
オ
、

懐
中
電
灯
、
衣
類
な
ど
を
用
意
し
、

た
え
ず
身
近
に
置
い
て
す
ぐ
に
持
ち

出
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
そ
の
他

津
波
が
来
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
に
、

興
味
本
位
で
河
川
に
近
づ
く
こ
と
は

絶
対
に
お
や
め
く
だ
さ
い
。

�
「
避
難
勧
告
」
と
「
避
難
指
示
」

の
違
い
に
つ
い
て

災
害
時
に
は
そ
の
状
況
に
応
じ
て

「
避
難
勧
告
」
と
「
避
難
指
示
」
を

発
令
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
「
避

難
勧
告
」
は
避
難
を
進
め
促
す
も
の

で
す
。
一
方
、
「
避
難
指
示
」
は
被

害
の
危
険
が
切
迫
し
た
と
き
に
発
せ

ら
れ
る
も
の
で
す
。
よ
っ
て
、
「
避

難
勧
告
」
よ
り
、「
避
難
指
示
」の
方

が
拘
束
力
が
強
く
、「
避
難
指
示
」が

発
令
さ
れ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
所

定
の
避
難
場
所
に
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。

防防

災災

情情

報報

のの

周周

知知

「
太
極
拳
講
座
」

新
規
受
講
生
募
集

北
島
町
で
は
、六
十
五
歳
以
上（
三

月
三
十
一
日
現
在
）
の
住
民
の
健
康

づ
く
り
と
介
護
予
防
の
た
め
に
太
極

拳
教
室
を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度
の
新
規
生
徒
を

募
集
し
ま
す
の
で
、
今
ま
で
に
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た
「
太

極
拳
教
室
」
に
参
加
さ
れ
た
こ
と
の

な
い
方
で
、
運
動
を
始
め
て
み
よ
う

と
思
わ
れ
る
方
は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
こ
の
教
室
は
二

年
間
継
続
教
室
で
す
。

申
し
込
み
期
間

五
月
九
日
�
〜
五
月
二
十
日
�

定
員二

十
五
名
（
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

教
室
開
始

六
月
十
五
日
�

午
前
十
時
四
十
分
〜
午
前
十
一
時

四
十
分
ま
で

◎
受
講
が
決
定
し
た
方
に
は
詳
細
を

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
�
六
九

八
―
八
九
五
一
）

「
わ
た
し
ら
し
く
こ
の
町
で
過

ご
す
た
め
の
つ
ど
い
」
開
催
の

ご
案
内

こ
の
つ
ど
い
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
ゆ
う
」
が
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
の
方
ま
で
が
地
域
の
中
で
つ

な
が
り
を
持
ち
、
い
き
い
き
と
自
分

ら
し
く
暮
ら
せ
る
こ
と
を
目
標
に
行

い
ま
す
。

今
回
は
、
高
齢
者
に
な
り
介
護
が

必
要
に
な
っ
て
も
あ
な
た
ら
し
さ
を

失
わ
ず
に
い
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い

で
開
催
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
様

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時六

月
十
一
日
�

午
前
十
一
時
〜
午
後
二
時
ま
で

場
所北

島
町
役
場
七
階
大
ホ
ー
ル

当
日
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
予
定
）

◎
子
ど
も
バ
レ
エ
発
表

◎
太
極
拳

◎
老
人
ク
ラ
ブ
踊
り

◎
町
内
介
護
事
業
所
か
ら
の
発
表

◎
参
加
者
み
ん
な
で
お
こ
な
う
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン

詳
し
く
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｙ
Ｏ

Ｕ
＆
ゆ
う
」
代
表
本
郷
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
六
九
八
―
一
五
九
〇

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包
括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

焼
却
施
設
を
用
い
ず
に
廃
棄
物
を

焼
却
処
分
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
野
焼

き
」
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

野
焼
き
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
排
出
と

い
う
面
で
も
特
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

法
律
に
罰
則
も
設
け
ら
れ
て
お
り
、

違
反
し
た
場
合
は
、
「
五
年
以
下
の

懲
役
若
し
く
は
一
、
〇
〇
〇
万
円
以

下
の
罰
金
又
は
こ
の
併
科
」
に
処
す

る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
活
ご
み
は
分
別
し
て
、
指
定
日

の
決
め
ら
れ
た
日
に
ご
み
出
し
し
て

く
だ
さ
い
。
ご
み
は
大
切
な
資
源
で

す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
出
し
ま
し

ょ
う
。

直
罰
の
対
象
と
な
ら
な
い
焼
却

（
い
も
の
つ
る
焼
却
・
も
み
が
ら
焼

却
等
）
で
あ
っ
て
も
、
住
宅
密
集
地

や
、
農
地
、
山
林
な
ど
地
域
の
状
況

に
よ
っ
て
、
周
囲
の
環
境
衛
生
上
問

題
と
な
る
場
合
は
、
県
、
市
町
村
の

指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

北
島
町
役
場
生
活
産
業
課

�
六
九
八
―
九
八
〇
六

野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野
外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外
焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼
却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野
焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼
きききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき
））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁
止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて

おお知知ららせせ

『毎月２０日はあいさつ運動の日』です。

５５月月ののああいいささつつ運運動動はは５５月月２２００日日��にに行行いいまますす。。
さわやかな「あいさつ」で１日を気持ちよく過ごしま

しょう。

北島町青少年健全育成町民会議

強

弱

避難勧告

避難指示

（１０）町報２０１１．５
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慰労給付金の支給対象とならない方に内閣総理大臣名の
書状が贈呈されます。
先の大戦において戦地等に派遣され戦時衛生勤務に服さ
れた、旧日本赤十字社救護看護婦及び旧陸海軍従軍看護婦
のうち、以下の要件を満たす方に対して、下記により内閣
総理大臣の書状を贈呈いたします。
書状の贈呈は、請求に基づいて行うこととしております
ので、書状の請求をされる方は、総務省大臣官房総務課管
理室へ直接請求書類を送付してください。
１．請求することができる方
旧日本赤十字社救護看護婦及び旧陸海軍従軍看護婦で、
外地等（別表に定める事変地の区域又は戦地の区域）にお
ける勤務経験を有する方。
ただし、日本国籍を有する方で、本人限りとします。

２．請求書及び添付書類
請求に必要な下記書類に必要事項を記入し『総務省大臣
官房総務課管理室』に直接送付してください。
�書状に関する請求書
�勤務期間に関する経歴書
�請求時の戸籍抄本又は住民票（どちらか１通）

３．請求期限
書状の請求期限は、平成２５年３月３１日までです。

４．請求書類の送付及び問い合わせ先
〒１００－８９２６ 東京都千代田区霞が関２―１―２

中央合同庁舎２号館８Ｆ
総務省大臣官房総務課管理室 業務担当

�０３（５２５３）５１８２

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
で
も
〜

六
月
か
ら
始
ま
る
生
涯
学
習
講
座

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

「
何
か
を
は
じ
め
た
い
」
と
い
う

あ
な
た
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
（
手
話

学
習
）

目
的
▼
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
と
協
力
し
、
体
験
と
交
流
を
通
じ

て
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
を
目

指
し
ま
す
。

日
時
▼
六
月
六
日
〜
毎
週
月
曜
日

十
九
時
〜
二
十
一
時

場
所
▼
庁
舎

６
階
大
会
議
室

会
費
▼
無
料

②
シ
ル
バ
ー
講
座
（
健
康
体
操
）

目
的
▼
体
操
を
通
じ
た
高
齢
者
の
学

習
・
社
会
活
動
の
場
と
し
て
、
明
る

い
地
域
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
を
す

す
め
ま
す
。

日
時
▼
六
月
二
日
〜
毎
週
木
曜
日

十
三
時
三
十
分
〜
十
五
時

場
所
▼
庁
舎

７
階
大
ホ
ー
ル

会
費
▼
六
カ
月
六
千
円

③
さ
わ
や
か
「
羽
衣
体
操
」
レ
デ
ィ

ー
ス
（
体
操
）

目
的
▼
体
操
を
通
じ
て
交
流
を
図
り
、

明
る
い
地
域
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り

を
す
す
め
ま
す
。

日
時
▼
六
月
三
日
〜
毎
週
金
曜
日

九
月
三
十
分
〜
十
一
時

場
所
▼
町
民
体
育
セ
ン
タ
ー

会
費
▼
六
カ
月
六
千
円

＊
各
講
座
と
も
申
し
込
み
の
締
切
は

五
月
二
十
五
日
�
で
す
。

＊
申
込
書
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局

で
準
備
・
配
布
し
て
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
教
育
委
員
会
事

務
局（
�
六
九
八
―

九
八
一
二
）ま
で
。

北
島
町
生
涯
学
習
推
進
会
議

北
島
町
教
育
委
員
会

平
成
二
十
三
年
度

生生
涯涯
学学
習習
講講
座座
受受
講講
生生
募募
集集

旧旧日日本本赤赤十十字字社社救救護護看看護護婦婦
旧旧 陸陸 海海 軍軍 従従 軍軍 看看 護護 婦婦

の皆様へ

こ
の
た
び
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放
送
局

よ
り
送
付
の
あ
り
ま
し
た
「
放
送
受

信
料
の
免
除
対
象
者
の
一
覧
表
」
の

一
部
を
課
内
で
紛
失
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
紛
失
い
た
し
ま
し
た
文
書
の

内
容
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
免
除
確
認

の
た
め
、
生
活
保
護
を
受
け
ら
れ
て

い
る
方
の
名
簿
が
記
載
さ
れ
た
も
の

で
す
。

今
回
の
紛
失
に
よ
り
、
名
簿
に
記

載
さ
れ
て
い
る
ご
本
人
は
も
と
よ
り
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放
送
局
様
を
は
じ
め
各

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
多
大
な
ご
迷
惑

を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
こ
と
に
対

し
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
、
再
発
防
止
の
た
め
細
心
の
注

意
を
払
い
、
こ
の
よ
う
な
事
が
二
度

と
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
事
務
改
善

を
行
う
と
と
も
に
文
書
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
、
民
生
児
童
課
を
は
じ
め

役
場
全
職
員
が
よ
り
一
層
厳
格
に
事

務
処
理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

何
卒
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

文
書
紛
失
に
つ
い
て

民
生
児
童
課

シベリア戦後強制抑留者に対する特別給付金の請求受付が、

平成２２年１０月２５日�から始まりました。
・対象者は、戦後強制抑留者で平成２２年６月１６日に日本国籍を

有するご存命の方です。

・請求受付期間は、平成２２年１０月２５日～平成２４年３月３１日です。

・当基金から請求書類をお送りします。まだ、お手元に届いて

いない方は、当基金にお電話下さい。

（ご連絡・お問い合わせ先）

独立行政法人平和祈念事業特別基金

事業部特別給付金担当

０５７０―０５９―２０４（ナビダイヤル）

（ＩＰ電話、ＰＨＳからは０３―５８６０―２７４８）

受付時間 平日９：００～１８：００

（土曜、日曜、祝日はご利用いただけません）

戦戦後後強強制制抑抑留留者者のの皆皆様様へへ

（１１） 町報２０１１．５
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北北
島島
北北
公公
園園
総総
合合
体体
育育
館館

（（
ササ
ンン
フフ
ララ
ワワ
ーー
ドド
ーー
ムム
））
だだ
よよ
りり

行
事
予
定
（
５
月
・
６
月
）

★
５
月
２２
日
�

９
時

徳
島
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

★
５
月
２９
日
�

９
時

第
１９
回
夏

季
ミ
ッ
ク
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

★
６
月
３
日
�
〜
６
日
�

９
時

徳
島
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

★
６
月
１１
日
�

９
時

北
島
町
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

★
６
月
１２
日
�

９
時

第
４０
回
北

島
町
卓
球
大
会

★
６
月
１８
日
�
〜
１９
日
�

９
時

第
３０
回
医
科
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
大
会

★
６
月
２４
日
�
〜
２５
日
�

９
時

板
野
郡
中
学
校
総
体

卓
球

★
６
月
２６
日
�

９
時

徳
島
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

＊
お
問
い
合
わ
せ

北
島
北
公
園
総
合
体
育
館
（
サ
ン

フ
ラ
ワ
ー
ド
ー
ム
）

�
６
９
７
―
３
２
４
１

『
板
野
郡
Ｇ
Ｇ
藍
住
大
会
』

期
日

３
月
２３
日
�

参
加
数
１７０
名

場
所

名
田
橋
下
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド

優

勝

井
上

周
三

５３
打

『
総
会
及
び
春
季
大
会
』

期
日

４
月
１
日
�

参
加
数
５５
名

場
所

北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

総
会

役
員
改
選

会

長

中
村

榮
次（
総
括
）

副
会
長

柏
木

操（
運
営
、設
営
担
当

）

〃

三
木

栄
子（
会
計
担
当
）

〃

武
知

功（
事
務
局
担
当
）

監

事

宮
本

寿

〃

倉

照
子

理

事
井
上

周
三
、
関

憲
二

阿
部
ヒ
サ
エ
、
勢
井

梅
吉

住
田
美
代
子
、
八
木
ユ
キ
子

五
島

幸
夫
、
三
木

栄
子

武
知

功
、
阿
部

信
吉

中
村

榮
次

『
春
季
大
会
』

優

勝

岡
久

健
治

２９
打

準
優
勝

三
木

栄
子

３６
打

第
３
位

吉
田
千
恵
子

３８
打

第
４
位

井
上

周
三

３８
打

第
５
位

村
上

寛
治

３８
打

去
る
４
月
３
日
・
１０
日
の
２
日
間
、

県
下
よ
り
９
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

一
回
戦

不
戦
勝

二
回
戦

池
田
２
―
１２
北
島

三
回
戦

桑
野
０
―
１
北
島

優
勝
戦

北
島
５
―
１
津
田

尚
、
四
国
大
会
は
４
月
３０
日
、
５

月
１
日
の
２
日
間
、
三
好
市
池
田
町

で
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
大
会
に
県
代

表
と
し
て
参
加
し
ま
す
。

優優

勝勝

第第
四四
回回
やや
まま
びび
ここ
杯杯
シシ
ニニ
アア
ソソ
フフ
トト
ボボ
ーー
ルル
大大
会会
県県
予予
選選

北北
島島
体体
協協
シシ
ニニ
アア
ＡＡ
ソソ
フフ
トト
ボボ
ーー
ルル
部部

表彰状を囲んだ選手の皆さん

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
ス
テ
ィ
ッ
ク
で

ボ
ー
ル
を
打
ち
、
コ
ー
ト
内
の
３
つ

の
ゲ
ー
ト
を
通
過
し
、
最
後
に
コ
ー

ト
中
央
の
ゴ
ー
ル
ポ
ー
ル
に
当
て
る

ま
で
の
合
計
得
点
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。

性
別
や
体
力
の
差
に
と
ら
わ
れ
ず

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
全
世

代
が
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
楽
し
く
交
流

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
競
技
時
間

は
３０
分
間
で
、
学
校
や
職
場
の
お
昼

休
み
な
ど
に
も
気
軽
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
運
動
場
、

公
園
、
河
川
な
ど

に
手
軽
に
コ
ー
ト

を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

激
し
い
運
動
は

要
ら
な
い
の
で
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
誕
生
秘
話
と
最

新
事
情
や
、
医
学
調
査
で
立
証
さ
れ

た
健
康
へ
の
効
果
に
つ
い
て
は
次
号

で
。

県
内
外
の
大
会
に
お
い
て
井
出

さ
ん
が
大
活
躍
し
、
県
外
大
会

で
は
中
村
さ
ん
が
初
の
上
位
入

賞
し
た
。

北
島
町
Ｔ
Ｂ
Ｇ

協
会
だ
よ
り

月
・
日

大

会

名

称

チ
ー
ム
・
人
員

成

績

Ｈ
Ｄ

Ｎ
Ｔ

３
・
２６

三
月
度
ペ
ア
マ
ッ
チ
大
会

場
所

親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

２６
名

優
勝

池
田

滋

前
川

秋
男

二
位

福
島
規
矩
夫

岡
部

文
子

三
位

志
内

康
訓

藤
崎
恵
美
子

２９１０３５

６７７２８２

４
・
３

第
六
回
瀬
戸
大
橋
カ
ッ
プ
二
〇
一
一

場
所

瀬
戸
大
橋
記
念
公
園
芝
コ
ー
ス

１５９
名

男
子
ゴ
ー
ル
ド

四
位

井
出

輝
久

男
子
シ
ニ
ア

四
位

中
村

俊
一

女
子

四
位

岡
部

文
子

７３７２７６

４
・
９

四
月
度
月
例
大
会

場
所

親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

４２
名

優
勝

前
川

秋
男

二
位

井
出

輝
久

三
位

吉
村

和
馬

ベ
ス
グ
ロ

井
出

輝
久

３５１１３２

６０６９７２８０

４
・
１０

日
比
ク
ラ
ブ
交
流
大
会

場
所

玉
野
市
林
間
コ
ー
ス

８８
名

男
子

四
位

筒
井

英
幸

女
子

二
位

岡
部

文
子

７３８５

北
島
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
だ
よ
り

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

あ
ら
ゆ
る
世
代
が
一
緒
に

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
楽
し
め
る

北
島
町

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

部
だ
よ
り

（１２）町報２０１１．５



板
野
東
部
青
少
年
セ
ン
タ
ー
事
務
所 

　
　
　
　  

（
松
茂
町
役
場
内
） 

　
　
　
電
話
六
九
九
―
三
四
四
一 

相
談
　
電
話
六
九
九
―
六
六
一
一 
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平
成
２２
年
度
の
板
野
東
部
青
少
年
補

導
セ
ン
タ
ー
の
活
動
状
況

は
じ
め
に
、
当
補
導
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
平
成
２２
年
度
の
活
動
状
況
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
街
頭
補

導
活
動
に
お
け
る
補
導
人
員
は
、
総

数
９７
人
で
前
年
度
に
比
べ
５０
人
（
１

０
６
・
４
％
）の
大
幅
増
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
内
訳
の
行
為
別
を
み
る
と
、

喫
煙
４２
人
、不
良
交
友
４０
人
、怠
学
１４

人
、
飲
酒
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
不
審
者
情
報
に
つ
い
て
は
、

１３
件
で
前
年
度
に
比
べ
６
件
（
８５
・

７
％
）
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
内

容
に
つ
い
て
は
声
か
け
５
件
、
露
出

１
件
、
盗
撮
２
件
、
尾
行
３
件
、
器

物
損
壊
１
件
、
傷
害
１
件
で
あ
り
、

中
に
は
事
件
化
し
た
も
の
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

続
い
て
有
害
環
境
の
浄
化
活
動
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
有
害
図
書
類

の
回
収
状
況
に
つ
い
て
は
、
回
収
し

た
雑
誌
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
の
点
数
は
総
数

３
７
３
点
で
そ
の
内
有
害
図
書
類
が

２
９
３
点
（
７８
・
６
％
）
で
、
有
害

図
書
類
に
つ
い
て
は
１
０
０
点
強
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、
白
い
ポ
ス

ト
の
中
に
一
般
ゴ
ミ
が
目
立
ち
、
回

収
作
業
の
妨
げ
と
な
る
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
巡
回
中
に
気
づ
い
た
点
と

し
て
、
フ
ジ
グ
ラ
ン
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
前
や
屋
外
喫
煙
所
に
お
け
る
喫
煙

行
為
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。
特
に
、

各
学
校
が
早
く
下
校
と
な
る
日
（
テ

ス
ト
期
間
中
や
職
員
研
修
の
日
な

ど
）
に
お
い
て
は
、
育
成
セ
ン
タ
ー

管
内
以
外
の
校
区
か
ら
の
生
徒
は
明

ら
か
に
増
え
、
複
数
で
の
喫
煙
等
が

見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
同
士
で

の
交
流
が
増
え
る
反
面
、
ト
ラ
ブ
ル

に
な
り
や
す
い
側
面
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
引
き
続
き
午
前
中
の
怠
学
補
導
、

午
後
か
ら
の
街
頭
補
導
を
含
め
、
補

導
員
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
薄
暮
補
導
、
夜
間
補
導
、
各

町
イ
ベ
ン
ト
時
に
お
け
る
特
別
補
導

の
充
実
を
図
る
と
共
に
、
青
色
回
転

灯
車
両
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の

方
も
定
期
的
に
実
施
し
、
管
内
の
安

全
・
安
心
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ペ
ア
ネ
ッ
ト
さ
く
ら
は
在
宅
で
過

ご
し
て
い
る
０
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
が
参
加
し
て

一
緒
に
遊
び
・
学
び
・
健
や
か
に
育

つ
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
皆
様
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間

三
月
一
日
�
〜
随
時

実
施
日
時

毎
週
月
〜
金
曜
日

午
前
十
時
〜
午
後
一
時

実
施
場
所

中
央
地
区
学
習
等
供
用
施
設
（
北

島
中
央
児
童
館
）

内

容

季
節
行
事
、
誕
生
会
、
育
児
相
談
、

食
育
講
習
等
、
運
営
委
員
会
で
保
護

者
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
事
業

内
容
を
決
め
て
い
ま
す
。

費

用

登
録
料

五
百
円

月
負
担
金

三
百
円

お
問
い
合
わ
せ
先

中
央
地
区
学
習
等
供
用
施
設
（
北

島
中
央
児
童
館
）

�
六
九
八
―
八
八
〇
一

北
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

�
六
九
八
―
八
九
一
〇

平
成
二
十
三
年
度
ペ
ア
ネ
ッ
ト
さ

く
ら
入
会
式
を
五
月
十
一
日
�
十
時

三
十
分
か
ら
お
こ
な
い
ま
す
。

平平
成成
二二
十十
三三
年年
度度
在在
宅宅
親親
子子
フフ
ォォ
ロロ
ーー

事事
業業
ペペ
アア
ネネ
ッッ
トト
ささ
くく
らら
会会
員員
募募
集集

徳島北警察署広報 �698―0110

春春のの全全国国交交通通安安全全運運動動
今年は、「春の全国交通安全運動」が５月に実施されます。運動期間中

に県下各地で様々な交通安全キャンペーン等が開催されます。この機会に
積極的に参加し、県民総ぐるみで交通安全に対する意識を高め、悲惨な交
通事故をなくしましょう。

期期間間 ５５月月１１１１日日��かからら５５月月２２００日日��ままででのの１１００日日間間
●子供と高齢者の交通事故防止
保育所、幼稚園、小学校等の周辺道路では、子供や高齢歩行者、自転車

利用者に配意した運転に努めましょう。
●自転車の安全利用の推進
交差点では一時停止と安全確認を励行し、夜間にはライトの点灯を徹底

し、反射材用品等を活用しましょう。
●全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
家庭でシートベルトとチャイルドシートの着用効果を認識し、同乗者全

員に正しく着用させましょう。
●飲酒運転の根絶
地域ぐるみで飲酒運転を許さない環境づくりに努め、飲酒提供飲食店等

では飲酒運転撲滅協力店への加入及び、ハンドルキーパー運転を推進しま
しょう。

子どもたちの安全を守るため、

５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
教えましょう！

１ 知らない人にはついていかない
２ 誰かにつれていかれそうに

なったら「たすけて！」と
大声でたすけをよぶ。

３ ひとりでは遊ばない。
４ 友だちが知らない人につれ

て行かれそうになったら大
声で助けをよぶ。

５ 遊びに行く時はどこでだれ
と遊ぶか家の人に言ってか
ら出かける。

～～警警察察職職員員募募集集～～
１警察官Ａ（大卒程度 男女）
○資料配布 ５月１３日�
○受付期間 ５月１７日�から６月３日�
○第一次試験 ７月１０日�

２警察事務（大卒程度）
○資料配布 ５月１３日�
○受付期間 ５月１７日�から５月３１日�
○第一次試験 ６月２６日�

詳しくは徳島北警察署まで！
�６９８―０１１０

５
月
２２
日板

野
：
近
藤
内
科
医
院

�
６
７
２
―
５
６
３
０

２９
日

板
野
：
新
野
医
院

�
６
７
２
―
０
５
７
１

６
月
５
日板

野
：
み
や
ざ
き
内
科
診
療
所

�
６
７
２
―
６
６
１
８

１２
日

上
板
：
井
内
内
科

�
６
９
４
―
５
３
５
３

在
宅
当
番
医
割
出
表

（１３） 町報２０１１．５
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私
は
長
年
し
て
い
た
大
工
仕
事

を
や
め
、
何
も
し
な
い
日
々
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し

て
近
く
の
運
動
公
園
で
、
朝
六
時

三
十
分
よ
り
体
操
を
し
て
い
る
と

の
事
を
聞
き
、
毎
日
通
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
あ

る
人
か
ら
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
教
育
倫

理
プ
ラ
ザ
へ
の
、

又
友
人
か
ら
の

誘
い
が
あ
り
、

社
会
奉
仕
を
す

る
と
の
事
で
神
社
、
お
寺
、
公
園
、

道
路
の
ち
り
拾
い
な
ど
を
し
、
そ

の
内
に
手
芸
、
習
字
、
男
の
料
理

（
手
打
う
ど
ん
と
か
そ
ば
）を
し
ま

し
た
。
そ
し
て
壮
年
交
流
会
活
動

と
し
て
、
社
会
見
学
を
し
た
り
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
木
工
に
出
合
い
ま
し

た
。江
戸
時
代
の
船
と
い
う
事
で
、江

戸
時
代
歴
史
的
模
型
工
房
に
出
合
い
、

わ

そ
の
時
代
の
船
、
倭
船
を
作
る
事
に

な
り
ま
し
た
。
船
に
つ
い
て
材
料
は

割
箸
で
作
る
と
い
う
事
で
し
た
。
製

作
に
つ
い
て
は
、
林
さ
ん
と
い
う
人

が
船
に
く
わ
し
く
そ
の
人
に
教
え
て

も
ら
う
事
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

皆
は
、
倭
船
の
建
造
に
対
し
て
何
の

知
識
も
な
い
壮
年
ば

か
り
の
う
え
、
正
確

な
設
計
図
も
見
本
も

無
い
と
い
う
状
態
か

ら
、
ほ
と
ん
ど
手
探

り
の
製
作
に
と
り
か

か
り
ま
し
た
。
途
中

で
行
き
詰
ま
っ
た
時
、

神
戸
に
あ
る
博
物
館

を
見
学
に
行
き
大
き

な
突
破
口
と
な
り
ま

し
た
。
船
の
種
類
と

し
て
は
御
座
船
、
千

石
船
、漁
船
、屋
形
船

と
色
々
型
の
違
う
船

が
あ
り
ま
し
た
。
造

る
の
に
苦
労
は
付
き

物
で
し
た
。
写
真
だ

け
で
は
寸
法
が
分
か
ら
な
い
の
で
、

ま
ず
大
き
さ
を
決
め
、
そ
の
後
船

底
の
長
さ
を
決
め
て
か
ら
、
割
箸

を
使
っ
て
一
段
一
段
ボ
ン
ド
で
接

着
し
な
が
ら
積
ん
で
行
き
ま
し
た
。

船
の
型
に
す
る
に
は
、
横
に
段
々

と
広
く
す
る
の
で

船
の
型
に
す
る
の

が
難
し
く
、
船
と

い
う
の
は
直
線
が

無
い
の
で
苦
労
を

し
ま
し
た
。
で
も

好
き
な
道
、
作
る

の
に
も
な
れ
て
楽

し
く
な
り
ま
し
た
。
最
後
の
目
標

は
、
豪
華
客
船
で
長
さ
が
二
百
米

も
あ
る
「
飛
鳥
」
の
模
型
に
挑
戦

を
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

随筆

（４９２）

わ倭
船
の
模
型
づ
く
り
を
楽
し
む

蜂須賀当主が使用した千山丸（手前）と至徳丸の模型（縮尺１／２０）
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れ
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ぎ
ょ
う

連
翹
の
風
払
ひ
て
は
黄
を
こ
ぼ
す

青
木

拓
郎

登
る
人
下
る
人
あ
り
花
の
山

阿
部

蒼
空

日
の
永
し
句
会
の
資
料
広
げ
け
り

大
西

通
世

誰
か
し
ら
会
釈
で
過
ぎ
る
春
日
傘

阿
部
久
美
子

退
院
の
八
十
路
の
夫
に
分
葱
和
え

川
村
ユ
キ
ヱ

葉
桜
や
母
に
揃
え
る
試
歩
の
靴

近
藤

与
祢

投
げ
出
せ
る
足
裏
つ
や
や
か
昼
寝
の
児

滝
上

由
香

老
遍
路
歩
く
功
徳
に
無
の
心

仁
木
つ
と
む

桜
咲
く
在
に
断
層
あ
る
恐
れ

広
瀬

徳
江

厳
門
を
潜
り
て
蟻
の
登
城
か
な

松
岡

乙

ま
と

朧
夜
の
お
ぼ
ろ
纒
ひ
て
帰
宅
せ
り

松
浦

勝
江

里
山
や
見
渡
す
限
り
桃
の
花

村
田
み
ど
り

棟
上
げ
の
餅
に
混
ざ
り
し
桜
鯛

森

し
げ
る

三
回
忌
終
え
し
安
堵
や
花
は
葉
に

長
尾
寿
美
子

春
の
宵
パ
ッ
ク
の
母
に
近
か
寄
ら
ず

村
尾

芦
月

う
も

県
境
の
町
石
埋
れ
閑
古
鳥

橋
本
ま
さ
よ
し

い
っ
し
ょ
く

一
色
の
花
菜
の
海
に
溺
れ
け
り

山
本

和
子
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慶慶

弔弔

（３月届分）

お

く

や

み

本
年
四
月
よ
り
、
本
町
教
育
委
員

会
で
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。さ

て
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
本
年
度
の
選
抜

高
校
野
球
大
会
の
選
手
宣
誓
は
多
く

の
人
た
ち
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

選
手
宣
誓
を
し
た
創
志
学
園
の
野
山

慎
介
主
将
の
宣
誓
文
を
紹
介
し
、
な

ぜ
彼
の
宣
誓
が
人
々
の
心
を
打
っ
た

の
か
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
宣
誓
。
私
た
ち
は
十
六
年
前
、

阪
神
大
震
災
の
年
に

生
ま
れ
ま
し
た
。
い

ま
、
東
日
本
大
震
災

で
多
く
の
尊
い
命
が

奪
わ
れ
、
私
た
ち
の

心
は
悲
し
み
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
被
災
地

で
は
す
べ
て
の
方
々

が
一
丸
と
な
り
、
仲

間
と
と
も
に
頑
張
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
人

は
仲
間
に
支
え
ら
れ
、

大
き
な
困
難
を
乗
り

き
る
こ
と
が
で
き
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
に
今
で
き
る

こ
と
。
そ
れ
は
こ
の

大
会
を
精
い
っ
ぱ
い
元
気
を
出
し
て

戦
う
こ
と
で
す
。
『
が
ん
ば
ろ
う
！

日
本
』
生
か
さ
れ
て
い
る
命
に
感
謝

し
、
全
身
全
霊
で
正
々
堂
々
と
プ
レ

ー
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。」

こ
の
宣
誓
で
私
た
ち
が
感
動
し
た

言
葉
は
、
「
人
は
仲
間
に
支
え
ら
れ
、

大
き
な
困
難
を
乗
り
き
る
こ
と
が
で

き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」
と
い
う
力

強
い
言
葉
で
す
。
こ
の
言
葉
は
東
日

本
大
震
災
で
被
災
し
た
人
々
を
勇
気

づ
け
ま
し
た
が
、
広
く
は
私
た
ち
日

本
人
に
、
仲
間
の
大
切
さ
を
強
く
訴

え
ま
し
た
。
今
テ
レ
ビ
で
、
「
私
た

ち
日
本
人
が
今
で
き
る
こ
と
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
多
く
の
タ
レ
ン
ト
が
日

本
人
の
仲
間
と
し
て
で
き
る
こ
と
を

具
体
的
に
訴
え
て
い
ま
す
。
あ
の
Ｃ

Ｍ
は
選
手
宣
誓
を
し
た
野
山
慎
介
君

の
思
い
に
通
ず
る
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
支
え
合
う
仲
間
と
は

本
当
の
仲
間
と
は
ど
ん
な
仲
間
で
し

ょ
う
か
？

一
つ
め
は
、
相
手
が
今
置
か
れ
て

い
る
状
況
を
理
解
し
、
ど
の
よ
う
に

仲
間
に
接
し
て
い
け
ば
よ
い
か
を
考

え
行
動
で
き
る
人
。

私
た
ち
は
、
相
手
の
立
場
に
立
つ

こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
相

手
に
寄
り
添
い
相
手
の
痛
み
を
わ
か

ろ
う
と
努
力
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

そ
の
結
果
、
相
手
を
理
解
し
て
そ
の

痛
み
を
少
し
で
も
和
ら
げ
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
痛
み
を
和
ら

げ
る
方
法
を
考
え
、
そ
っ
と
手
を
差

し
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
本
当
の
仲
間

に
な
れ
る
の
で
す
。

二
つ
め
は
、
自
分
が
苦
し
い
時
に

「
苦
し
い
」
と
安
心
し
て
言
え
、
そ

れ
を
聞
い
て
く
れ
る
人
。

私
た
ち
は
、
い
つ
も
悩
み
や
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
苦
し

み
を
解
決
す
る
た
め
に
、
自
分
自
身

で
何
と
か
し
よ
う
と
努
力
し
ま
す
が
、

解
決
し
き
れ
な
い
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
時
胸
の
内
の
苦
し
み

を
親
身
に
な
っ
て
聞
い
て
く
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
自
身
の
苦
し

み
が
少
し
で
も
和
ら
ぎ
ま
す
。
相
手

の
苦
し
み
を
理
解
し
、
共
に
考
え
て

く
れ
る
人
こ
そ
本
当
の
仲
間
で
す
。

三
つ
め
は
、
同
じ
目
的
に
向
か
っ

て
協
力
し
合
え
る
人
。

私
た
ち
は
、
社
会
と
い
う
組
織
の

中
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

色
々
な
集
団
に
属
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
集
団
の
中
で
、
心
地

良
い
人
間
関
係
が
保
て
る
こ
と
を
望

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
個
人
の

努
力
も
必
要
で
す
が
、
そ
の
集
団
が

同
じ
目
的
を
持
っ
て
協
力
し
て
行
動

す
る
時
、
強
い
絆
が
生
ま
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
集
団
の
中
で
こ
そ
連
帯

感
が
生
ま
れ
、
信
頼
で
き
る
仲
間
と

な
り
ま
す
。

支
え
合
う
仲
間
と
は
、
ど
の
よ
う

な
仲
間
か
例
を
挙
げ
て
述
べ
て
き
ま

し
た
が
、
支
え
合
え
る
仲
間
が
増
え

る
社
会
こ
そ
、
人
権
が
大
切
に
さ
れ

る
社
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
今
後

と
も
皆
様
と
一
緒
に
人
権
に
つ
い
て

考
え
て
い
き
た
い
と
お
も
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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８５
歳
）
中

村

酒

井

孝
太
郎
（
９９
歳
）
江

尻

山

本

弘

子
（
８３
歳
）
鯛

浜

支支
ええ
合合
うう
仲仲
間間

北
島
町
人
権
教
育
指
導
員

大

橋

貞
比
古

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももうううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう

������������������
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一

般

質

問

町
政
全
般
に
わ
た
る
一
般
質
問
は
、

土
井
公
二
議
員
、
中
野
真
吾
議
員
、

大
溝
典
幸
議
員
、
伊
勢
政
二
議
員
、

樋
口
富
夫
議
員
、
武
山
光
憲
議
員
、

増
谷
禎
通
議
員
で
大
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

土
井
公
二
議
員

（
質
問
一
）
子

育
て
支
援
に
つ

い
て

①

医
療
費
の

助
成
に
つ
い
て
、

中
学
校
三
年
生
ま
で
引
き
上
げ
る
考

え
は
あ
る
か
。

（
答
弁
）

二
十
二
年
七
月
よ
り
助
成
対
象
年

齢
を
小
学
校
三
年
生
ま
で
だ
っ
た
も

の
を
小
学
校
六
年
生
ま
で
に
、
町
単

事
業
と
し
て
開
始
し
た
。
そ
れ
に
伴

い
一
般
財
源
の
負
担
は
推
計
で
約
一
、

二
〇
〇
万
円
の
増
に
な
っ
て
い
る
。

中
学
校
三
年
生
ま
で
に
対
象
拡
大

す
る
と
、
一
般
財
源
の
負
担
は
、
さ

ら
に
推
計
で
約
一
千
万
円
増
加
の
約

二
、
二
〇
〇
万
円
と
な
る
の
で
、
財

源
の
確
保
を
考
え
る
と
厳
し
い
も
の

が
あ
る
。

（
質
問
一
）
②

二
年
保
育
が
今
年
度
か
ら
始
ま
る

が
、
政
府
の
政
策
の
幼
保
一
体
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

（
答
弁
）

現
在
政
府
で
は
、
二
十
一
年
十
二

月
八
日
の
閣
議
決
定
を
う
け
、
主
に

三
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
に
よ
り

子
ど
も
の
子
育
て
環
境
に
つ
い
て
の

さ
ま
ざ
ま
な
検
討
会
議
が
専
門
的
に

行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
中
で
幼
保
一
体
化
に

つ
い
て
は
「
幼
保
一
体
化
ワ
ー
キ
ン

グ
チ
ー
ム
」
と
し
て
第
六
回
ま
で
検

討
会
議
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
素

案
の
概
要
が
徐
々
に
見
え
始
め
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

一
方
、
今
春
二
十
三
年
四
月
よ
り

幼
稚
園
の
二
年
保
育
を
一
部
実
施
す

る
予
定
と
し
て
お
り
、
豊
か
な
子
育

て
環
境
の
構
築
に
向
け
た
第
一
歩
を

踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
政
府
の
検
討

会
議
の
動
向
及
び
指
針
を
踏
ま
え
つ

つ
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
幼

保
一
体
化
に
向
け
、
保
育
所
担
当
課

と
協
議
し
な
が
ら
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド

両
面
に
わ
た
る
必
要
な
整
備
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

（
質
問
一
）
③

先
の
県
議
会
開
会
日
に
飯
泉
知
事

が
、
小
学
校
三
年
生
ま
で
三
五
人
学

級
に
す
る
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
二

十
三
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
場
合
、

北
島
町
の
三
校
は
教
室
が
足
り
る
の

か
。

（
答
弁
）

二
十
三
年
度
か
ら
小
学
校
三
年
生

ま
で
三
五
人
学
級
が
実
施
さ
れ
て
も
、

北
島
町
各
小
学
校
と
も
現
状
の
教
室

数
で
対
応
で
き
る
。

（
質
問
一
）
④

二
十
三
年
四
月
か
ら
、
小
学
校
五

年
生
・
六
年
生
に
英
語
が
必
須
に
な

る
。
北
島
町
の
三
校
は
準
備
が
で
き

て
い
る
か
。

（
答
弁
）

二
十
三
年
度
か
ら
新
学
習
指
導
要

領
に
基
づ
い
て
取
り
入
れ
ら
れ
る
小

学
五
・
六
年
生
の
英
語
教
育
は
、
担

任
が
中
心
と
な
り
授
業
を
行
う
。
な

お
、
北
島
町
で
は
十
四
年
度
か
ら
英

語
教
育
に
つ
い
て
力
を
注
ぐ
た
め
英

語
指
導
助
手
一
名
が
町
内
三
校
を
補

佐
す
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

（
質
問
二
）
防
災
・
防
犯
対
策
に
つ

い
て

①

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の
活
用
で

町
内
三
つ
目
の
江
尻
防
災
公
園
整
備

事
業
を
実
施
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
中
村
地
区
・
鯛
浜
地
区
・
高
房

地
区
・
新
喜
来
地
区
等
、
ま
だ
整
備

さ
れ
て
い
な
い
地
区
が
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
も
整
備
し
て
い
く
の
か
。

（
答
弁
）

二
十
三
年
度
に
、
江
尻
防
災
公
園

の
工
事
を
予
定
し
て
い
る
が
、
中
村

地
区
を
は
じ
め
と
す
る
未
整
備
地
区

に
つ
い
て
は
、
江
尻
に
お
け
る
防
災

公
園
が
終
了
し
た
時
点
で
、
町
の
防

災
体
制
を
再
調
査
、
再
検
討
し
て
い

く
。

（
質
問
二
）
②

北
島
小
学
校
・
北
島
南
小
学
校
は

耐
震
化
大
規
模
改
修
工
事
も
終
わ
り
、

二
十
三
年
度
は
北
島
北
小
学
校
の
耐

震
化
大
規
模
工
事
が
控
え
て
い
る
。

こ
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

（
答
弁
）

北
島
北
小
学
校
校
舎
に
お
け
る
耐

震
補
強
工
事
に
つ
い
て
は
、
北
島
小

学
校
、
北
島
南
小
学
校
同
様
、
校
舎

外
部
に
鉄
骨
ブ
レ
ー
ス
を
設
置
し
建

物
の
耐
震
化
を
図
る
。

ま
た
、
大
規
模
改
修
工
事
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
外
壁
や
屋
上
防
水
改

修
等
、
外
部
改
修
工
事
並
び
に
ト
イ

レ
の
洋
式
化
・
乾
式
化
等
の
ト
イ
レ

改
修
工
事
や
、
内
部
の
塗
装
等
の
改

修
工
事
を
実
施
す
る
。

（
質
問
三
）
社
会
基
盤
整
備
に
つ
い

て
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
整
備
も
進

み
、
供
用
開
始
地
区
も
広
が
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
が
、
受
益
者
負
担
金

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

ま
た
、
つ
な
ぎ
込
み
の
工
事
費
の

負
担
が
大
き
く
、
そ
の
上
に
負
担
金

が
徴
収
さ
れ
る
が
、
下
水
道
の
普
及

促
進
を
図
る
上
で
受
益
者
負
担
金
の

減
免
は
考
え
て
い
な
い
の
か
伺
い
た

い
。

（
答
弁
）

下
水
道
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
な
く
し
て
は
普
及
促
進
が
図
れ

な
い
た
め
、
下
水
道
へ
と
接
続
す
る

改
造
工
事
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
方

に
、
供
用
開
始
後
の
年
数
に
応
じ
て

助
成
金
を
交
付
し
て
い
る
。

し
か
し
、
工
事
金
額
は
そ
れ
ぞ
れ

の
家
の
排
水
形
態
や
敷
地
面
積
に
よ

っ
て
は
高
額
に
な
る
例
も
あ
り
、
さ

ら
に
受
益
者
負
担
金
も
そ
の
土
地
の

面
積
に
応
じ
て
賦
課
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
改
造
工
事
自
体
へ
の
着
手
を
た

め
ら
っ
て
い
る
方
も
少
な
く
な
い
。

こ
の
た
め
、今
後
は「
普
及
促
進
」

に
重
点
を
置
く
と
い
う
観
点
か
ら
、

下
水
道
へ
の
接
続
時
期
に
応
じ
た
受

議
会
だ
よ
り

北
島
町
議
会

平
成
二
十
三
年
第
一
回
定
例
会
は
、
三
月
三
日
に
開
会
さ
れ
、
三
月
十
七

日
に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

町
長
提
出
議
案
と
し
て
「
町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
」
な
ど
二
六
議
案
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
「
北
島
町
議
会
委
員
会

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
な
ど
二
議
案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結

果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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益
者
負
担
を
減
免
す
る
制
度
も
考
え

て
い
き
た
い
。

中
野
真
吾
議
員

（
質
問
一
）
揮

発
性
有
機
化
学

物
質
の
危
険
性

に
つ
い
て

揮
発
性
有
機

化
学
物
質
（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
の
身
近
に
あ

る
危
険
性
に
つ
い
て

一
）
先
進
国
の
中
で
、
車
の
水
性
塗

料
が
義
務
化
さ
れ
て
い
な
い
の
は
日

本
だ
け
で
あ
る
。
シ
ッ
ク
カ
ー
症
候

群
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

二
）
化
学
物
質
過
敏
症
の
七
〇
％
以

上
は
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
か
か
っ
た

人
で
あ
る
。

こ
の
二
点
の
理
由
か
ら
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ

の
危
険
性
に
つ
い
て
広
報
す
べ
き
で

な
い
か
。

（
答
弁
）

揮
発
性
有
機
化
学
物
質
Ｖ
Ｏ
Ｃ
に

よ
る
環
境
汚
染
例
と
し
て
、
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群

等
が
あ
る
。
シ
ッ
ク
ビ
ル
症
候
群
、

シ
ッ
ク
カ
ー
症
候
群
な
ど
、
ま
だ
ま

だ
聞
き
慣
れ
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、

気
密
性
の
高
い
室
の
換
気
が
不
十
分

で
あ
る
と
内
装
材
に
使
用
さ
れ
て
い

る
揮
発
性
有
機
化
学
物
質
に
よ
り
、

頭
痛
や
呼
吸
器
疾
患
な
ど
の
症
状
が

あ
ら
わ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
よ
う
で

あ
る
。

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、

消
費
者
が
揮
発
性
有
機
化
学
物
質
の

危
険
性
に
つ
い
て
知
識
を
持
つ
こ
と

が
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
思
う
の
で

町
報
等
で
啓
発
し
て
い
く
。

（
質
問
二
）
自
治
体
と
し
て
の
基
本

姿
勢
に
つ
い
て

①

自
治
体
基
本
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
、
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

（
答
弁
）

現
在
、
先
進
市
町
村
等
の
資
料
の

収
集
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
先
進
地

に
お
け
る
研
修
や
問
題
点
の
抽
出
、

委
員
会
の
設
置
等
、
条
例
制
定
に
向

け
て
の
作
業
を
進
め
て
い
く
。

（
質
問
二
）
②

通
年
議
会
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う

考
え
か
。

（
答
弁
）

通
年
議
会
に
つ
い
て
は
、
十
六
年

の
地
方
自
治
法
改
正
に
伴
い
、
定
例

会
の
回
数
が
撤
廃
さ
れ
る
等
、
自
治

体
が
任
意
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
全
国
で
も
議

会
活
性
化
の
一
環
と
し
て
い
く
つ
か

の
議
会
が
導
入
し
て
い
る
。
通
年
議

会
の
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
等

も
含
め
、
先
進
自
治
体
の
例
を
参
考

に
し
な
が
ら
議
会
の
皆
さ
ま
と
十
分

協
議
・
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
質
問
二
）
③

総
合
計
画
の
住
民
投
票
制
度
に
つ

い
て
、
ど
う
考
え
る
か
。

（
答
弁
）

長
期
計
画
を
立
て
る
上
に
お
い
て
、

住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
伺
い

す
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
が
、

現
在
、
長
期
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ

て
は
各
種
審
議
会
等
に
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
方
々
に
委
員
と
し
て
ご
出
席
い

た
だ
き
、
ご
意
見
を
伺
っ
て
い
る
。

住
民
投
票
制
度
に
関
し
て
は
、
問

題
点
も
い
く
つ
か
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

地
方
自
治
法
の
改
正
内
容
等
も
含
め
、

各
地
方
自
治
体
の
動
向
を
十
分
参
考

に
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

（
質
問
三
）
児
童
・
生
徒
の
安
全
に

つ
い
て

①

通
学
路
の
安
全
に
つ
い
て

カ
ト
ー
レ
ッ
ク
西
側
、
町
道
二
六

号
線
の
通
学
路
の
歩
道
部
分
の
拡
幅

は
、
児
童
の
安
全
の
た
め
に
す
べ
き

で
な
い
か
。

②

南
小
学
校
の
北
側
、
町
道
八
号

線
か
ら
北
へ
の
一
七
五
号
線
の
歩
道

の
拡
幅
（
水
路
上
の
歩
道
グ
レ
ー
チ

ン
グ
）
に
つ
い
て
も
児
童
の
安
全
の

た
め
に
す
べ
き
で
な
い
か
。

（
答
弁
）

町
道
二
六
号
線
の
ご
指
摘
の
場
所

の
よ
う
に
、
用
地
買
収
な
ど
を
伴
う

よ
う
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、
早
急
に

歩
道
を
設
置
し
拡
幅
す
る
の
は
難
し

い
。
し
か
し
、
町
道
八
号
線
の
交
差

点
部
の
よ
う
に
学
校
周
辺
な
ど
の
特

に
危
険
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
を
把
握
し
、

道
路
へ
の
路
面
表
示
や
通
学
路
を
示

す
警
戒
標
識
な
ど
の
交
通
安
全
対
策

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

（
質
問
三
）
③

保
育
所
周
辺
の
駐
車
場
問
題
に
つ

い
て
、
根
本
的
な
解
決
が
さ
れ
な
い

ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、
駐
車

場
を
借
り
る
つ
も
り
は
な
い
の
か
。

（
答
弁
）

現
状
と
し
て
、
保
育
所
の
送
迎
時

で
の
集
中
す
る
時
間
帯
は
、
朝
の
登

所
時
（
午
前
九
時
〜
）
と
夕
方
の
お

迎
え
時
（
午
後
四
時
〜
）
の
前
後
二

〇
分
程
度
が
、
保
育
所
内
の
駐
車
場

が
ほ
ぼ
満
車
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
時
間
帯
以
外
の
駐

車
状
況
は
、
「
保
育
所
内
は
一
方
通

行
」、「
徒
歩
や
自
転
車
で
の
送
迎
」、

お
迎
え
が
終
わ
っ
た
と
き
は
速
や
か

に
帰
っ
て
い
た
だ
く
等
、
お
便
り
で

保
護
者
の
方
に
お
願
い
を
し
、
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
大
き

な
混
雑
は
な
く
保
護
者
の
方
か
ら
の

ご
意
見
等
は
な
い
。

今
後
、
引
き
続
き
保
護
者
の
方
の

ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
状
況

を
見
な
が
ら
対
応
す
る
よ
う
に
努
め

る
。

大
溝
典
幸
議
員

（
質
問
一
）
高

齢
化
社
会
へ
の

対
応
に
つ
い
て

高
齢
で
独
り

暮
ら
し
の
方
は

今
後
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
独
り
暮

ら
し
で
な
い
方
も
通
院
方
法
や
買
出

し
等
様
々
な
問
題
が
心
配
さ
れ
る
。

行
政
と
し
て
、
現
状
と
今
後
の
高

齢
化
を
踏
ま
え
、

○
病
気
・
ケ
ガ
等
に
対
応
で
き
る

「
友
愛
訪
問
員
の
確
立
」
や
「
民
生

委
員
の
増
員
」

○
地
域
商
店
の
減
少
に
対
応
す
る

「
買
い
物
代
行
」、事
業
所
に
よ
る

「
出
張
販
売
」
や
「
産
直
市
」

○
老
人
憩
の
家
の
有
効
活
用
と
し
て
、

地
元
住
民
の
方
で
日
中
開
放
す
る

「
地
域
交
流
と
居
場
所
づ
く
り
」

○
老
朽
化
し
た
憩
の
家
の
「
建
て
替

え
」
や
障
害
と
な
る
段
差
や
仕
切
り

を
取
り
除
く
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅

化
」

○
ご
み
出
し
が
集
積
所
や
ゲ
ー
ジ
地

域
の
場
合
「
流
し
取
り
へ
の
対
応
」

や
訪
問
介
護
員
に
よ
る
「
収
集
時
間

外
ご
み
出
し
」

な
ど
、
ど
の
程
度
の
問
題
意
識
を
持

ち
、
対
応
策
を
考
え
て
い
る
か
。

（
答
弁
）

民
生
児
童
委
員
・
友
愛
訪
問
員
の

増
員
は
予
定
し
て
い
な
い
が
、
地
元

で
の
問
題
解
決
や
、
行
政
へ
の
相
談

窓
口
と
し
て
関
係
課
と
一
層
の
協
力

体
制
の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

買
い
物
代
行
に
つ
い
て
は
、
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
家
事
援
助

の
中
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
、
介
護

認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
は
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
い
る

軽
度
生
活
援
助
事
業
で
、
承
認
さ
れ

る
と
一
時
間
八
〇
円
の
自
己
負
担
で

買
い
物
代
行
を
行
っ
て
い
る
。
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介
護
予
防
事
業
と
し
て
「
小
地
区

ふ
れ
あ
い
会
」
を
老
人
憩
の
家
で
開

催
し
、
介
護
予
防
や
地
元
住
民
と
の

交
流
の
場
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
「
地
域
別
ふ

れ
あ
い
会
」
を
町
内
三
カ
所
に
て
開

催
し
、
地
元
民
生
児
童
委
員
も
参
加

・
協
力
い
た
だ
い
た
。

老
人
憩
の
家
改
修
に
つ
い
て
は
、

改
修
が
必
要
な
施
設
は
順
次
改
修
を

検
討
す
る
。

ご
み
出
し
は
、
ケ
ー
ス
に
応
じ
て

柔
軟
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

（
質
問
二
）
不
審
者
対
策
に
つ
い
て

昨
年
七
月
か
ら
本
年
二
月
ま
で
の

町
内
不
審
者
発
生
件
数
は
八
件
と
緊

急
事
態
で
あ
る
。

各
学
校
の
危
機
感
は
強
く
、
既
に

巡
視
活
動
を
実
施
し
て
い
る
地
域
も

あ
る
。
ま
た
以
前
よ
り
、
学
校
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
連
絡
会
へ
の
要

請
と
し
て
「
下
校
時
の
見
守
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
組
織
確
立
」
が
熱
望
さ
れ

て
い
る
。

今
以
上
に
各
種
団
体
や
組
織
へ
の

働
き
か
け
、
巡
視
活
動
員
の
増
員
や

見
守
り
体
制
の
確
立
を
促
す
べ
き
で

あ
る
。
十
七
年
の
第
四
回
定
例
会
で

提
案
し
た
「
青
色
回
転
灯
利
用
の
防

犯
組
織
」
の
設
立
も
行
政
支
援
が
必

要
で
あ
る
。
如
何
お
考
え
か
。

（
答
弁
）

見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
・
各

種
団
体
に
、
下
校
時
の
見
回
り
を
可

能
な
範
囲
で
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

徳
島
北
警
察
署
に
子
ど
も
の
安
心
・

安
全
な
学
校
生
活
の
た
め
防
犯
対
策

に
つ
い
て
協
力
の
依
頼
を
し
た
い
。

（
質
問
三
）
学
校
図
書
に
つ
い
て

各
学
校
の
図
書
状
況
は
、
備
品
管

理
台
帳
に
よ
り
適
切
に
管
理
さ
れ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
司
書
資
格
を
持

つ
方
を
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

登
録
し
、
活
動
し
て
い
た
だ
く
こ
と

や
、
創
世
ホ
ー
ル
図
書
館
と
の
協
働

が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
現
状
と

今
後
の
対
応
策
を
伺
い
た
い
。

（
答
弁
）

備
品
管
理
台
帳
は
適
切
に
管
理
し

て
い
る
。

ま
た
、
各
学
校
図
書
室
と
北
島
町

立
図
書
館
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

ま
と
ま
っ
た
本
を
あ
る
ク
ラ
ス
に
一

学
期
の
間
、
貸
し
出
し
を
す
る
「
団

体
貸
し
出
し
」
と
い
う
方
法
や
、
図

書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
出
張

読
み
聞
か
せ
」
な
ど
の
連
携
は
す
で

に
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
教
育
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
読
み
聞
か
せ
」

な
ど
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

（
質
問
四
）
空
き
家
・
空
き
地
の
管

理
に
つ
い
て

二
十
二
年
第
一
回
定
例
会
の
答
弁

で
は
〇
住
民
の
方
に
指
摘
さ
れ
た
現

場
の
台
帳
化
〇
土
地
所
有
者
に
年
二

回
の
除
草
指
示
の
連
絡
〇
二
ヵ
月
に

一
回
程
度
の
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
等
を

伺
っ
た
が
、
未
だ
空
き
家
の
樹
木
に

よ
り
、
周
辺
住
民
が
迷
惑
し
て
い
る

場
所
や
通
行
の
妨
げ
に
な
る
場
所
が

あ
る
。
住
民
か
ら
連
絡
を
い
た
だ
く

の
は
毎
回
同
じ
家
屋
や
土
地
で
あ
り
、

今
以
上
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

幾
度
か
の
警
告
の
後
、
強
制
執
行

で
個
人
宅
の
樹
木
剪
定
や
除
草
が
行

え
る
条
例
制
定
は
可
能
か
。

（
答
弁
）

今
後
と
も
、
所
有
者
等
に
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
空
き
地
等
の
環
境
保

持
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
粘
り

強
く
指
導
助
言
を
行
っ
て
い
く
。

（
質
問
五
）
各
施
設
の
定
期
補
修
に

つ
い
て

図
書
館
・
創
世
ホ
ー
ル
、
北
公
園

総
合
体
育
館
、
中
学
校
建
設
と
大
規

模
な
建
築
工
事
は
概
ね
八
年
間
隔
で

実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
は
適
正
財
政
規

模
を
基
に
適
確
な
積
算
と
実
施
計
画

に
よ
る
も
の
と
考
え
る
。

二
十
二
年
度
決
算
で
町
債
残
高
は

六
二
億
円
を
越
え
る
見
込
み
で
、
し

ば
ら
く
は
町
債
償
還
が
財
政
計
画
の

課
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
間
に

お
い
て
も
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・

清
掃
セ
ン
タ
ー
・
給
食
セ
ン
タ
ー
等

は
日
々
の
安
全
稼
働
が
求
め
ら
れ
、

老
朽
化
へ
の
対
応
や
性
能
維
持
の
定

期
補
修
工
事
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
ど
の
よ
う
な
計
画
と
実
施
が

予
定
さ
れ
て
い
る
か
。

（
答
弁
）

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
及
び
学

校
施
設
等
耐
震
化
事
業
に
つ
い
て
は

二
十
三
年
度
で
終
了
す
る
予
定
で
あ

る
。
今
後
は
清
掃
セ
ン
タ
ー
・
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
各
施
設
の
定
期

改
修
工
事
に
つ
い
て
も
計
画
的
に
改

修
工
事
を
実
施
し
て
い
く
。

（
質
問
六
）
下
水
道
に
つ
い
て

現
在
ま
で
の
事
業
費
で
二
四
億
四

千
万
円
弱
使
わ
れ
て
い
る
。
現
在
の

接
続
戸
数
は
四
六
戸
（
集
合
住
宅
含

む
）
で
あ
り
、
昨
年
の
処
理
場
負
担

金
約
一
、
二
六
五
万
円
を
補
う
た
め

に
接
続
推
進
の
考
え
方
。
一
方
、
起

債
残
高
や
約
十
年
で
三
〇
％
の
進
行

状
況
で
あ
り
、
費
用
対
効
果
を
疑
問

視
す
る
考
え
方
が
あ
る
。

現
在
の
内
容
で
事
業
を
進
め
た
場

合
、
第
一
次
事
業
認
可
区
域
完
了
ま

で
に
公
共
分
の
総
事
業
費
は
ど
の
程

度
予
測
さ
れ
、
何
年
程
度
を
予
定
し

て
い
る
か
。

（
答
弁
）

二
十
五
年
度
末
を
完
成
予
定
と
し

て
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
工

事
は
生
活
道
路
と
な
っ
て
い
る
箇
所

で
の
工
事
が
多
く
な
る
た
め
進
捗
が

遅
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、
事
業
認

可
期
間
の
延
伸
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
認
可
区
域
の
完
成
に
は
約
五

年
程
度
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

事
業
費
に
つ
い
て
は
約
一
八
億
円
が

必
要
に
な
る
。

（
質
問
七
）
都
市
計
画
に
つ
い
て

都
市
計
画
区
域
と
こ
れ
に
伴
う
税

金
に
つ
い
て
、
市
街
化
区
域
と
調
整

区
域
で
異
な
る
納
税
の
有
無
、
市
街

化
区
域
の
農
地
は
調
整
区
域
と
固
定

資
産
税
が
異
な
る
こ
と
、
高
層
住
宅

が
禁
止
さ
れ
た
地
域
等
、
公
平
と
い

え
る
の
か
。
二
十
二
年
第
一
回
定
例

会
の
提
案
同
様
、
総
額
を
増
や
さ
ず
、

町
全
体
の
負
担
と
し
、
区
域
種
類
を

改
め
る
べ
き
で
あ
る
。
不
公
平
の
是

正
に
早
期
見
直
し
が
必
要
で
な
い
か
。

（
答
弁
）

町
全
体
と
し
て
土
地
の
利
用
状
況

や
社
会
環
境
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応

し
た
都
市
計
画
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

伊
勢
政
二
議
員

（
質
問
一
）
健

全
な
財
政
運
営

に
つ
い
て

町
税
の
減
収

及
び
自
主
財
源

の
減
少
が
続
い
て
い
る
。
収
入
の
豊

か
さ
を
示
す
財
政
力
指
数
も
年
々
悪

化
し
て
い
る
。
税
収
向
上
対
策
も
必

要
不
可
欠
だ
が
、
給
食
費
無
料
化
の

よ
う
に
扶
助
費
の
増
加
や
、
町
長
・

議
員
の
期
末
手
当
を
引
き
上
げ
る
財

政
運
営
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
い
。
国

も
、
子
ど
も
手
当
を
給
食
費
に
充
て

る
と
の
方
針
で
あ
る
。
知
恵
を
結
集

し
て
、
収
入
に
応
じ
た
健
全
な
財
政

運
営
を
心
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
が

如
何
か
。

（
答
弁
）

扶
助
費
に
つ
い
て
は
今
後
も
増
加

が
予
想
さ
れ
、
二
十
四
年
度
以
降
は

投
資
的
経
費
を
は
じ
め
、
歳
出
の
抑

制
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
歳
入
に

つ
い
て
も
企
業
誘
致
の
促
進
を
図
り
、

固
定
資
産
税
等
歳
入
増
に
な
る
よ
う

努
め
て
い
く
。
今
後
も
厳
し
い
財
政

事
情
が
予
想
さ
れ
る
が
、
先
般
実
施

し
た
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
等
を

十
分
参
考
に
し
て
事
業
の
優
先
順
位

を
決
め
、
町
税
を
有
効
活
用
す
る
と

と
も
に
収
入
に
応
じ
た
財
政
運
営
を

行
っ
て
い
く
。

（
質
問
二
）
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て

去
る
、
十
二
月
議
会
で
予
防
接
種

委
託
料
を
補
正
予
算
で
可
決
し
、
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
無
料
接
種
を

中
学
一
年
生
か
ら
高
校
一
年
生
ま
で

対
象
を
拡
大
し
た
。

今
年
一
年
限
り
の
施
策
と
し
て
、

高
校
二
・
三
年
生
を
対
象
に
す
る
こ

と
を
提
案
し
た
い
。

（
答
弁
）

接
種
対
象
者
の
設
定
理
由
は
、
国

の
「
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種

緊
急
促
進
臨
時
特
例
交
付
金
」
と
合

わ
せ
、
そ
の
対
象
者
を
中
学
一
年
生

か
ら
高
校
一
年
生
と
し
て
い
る
た
め

で
あ
る
。
こ
の
交
付
金
は
、
二
十
三

年
一
月
か
ら
二
十
四
年
三
月
末
ま
で

に
対
象
者
が
接
種
し
た
二
分
の
一
を

補
助
さ
れ
る
。

（
質
問
三
）
日
曜
窓
口
開
設
に
つ
い

て
平
日
役
場
に
来
ら
れ
な
い
多
く
の

方
の
た
め
に
、
転
出
・
転
入
届
等
の

日
曜
日
窓
口
開
設
を
提
案
し
た
い
。

（
答
弁
）

ご
要
望
の
多
い
証
明
発
行
に
関
し

て
は
、
時
間
延
長
の
方
向
で
検
討
し

た
い
。

（
質
問
四
）
放
置
自
転
車
と
盗
難
防

止
対
策
に
つ
い
て

昨
年
、
サ
ン
ラ
イ
フ
の
自
転
車
置

き
場
に
長
期
間
放
置
さ
れ
た
バ
イ
ク

が
、
調
査
の
結
果
盗
難
車
で
あ
っ
た
。

役
場
の
庁
舎
を
は
じ
め
、
公
共
施

設
の
自
転
車
置
き
場
及
び
周
辺
に
止

め
て
い
る
自
転
車
等
を
定
期
的
に
点

検
し
、
長
期
に
放
置
さ
れ
て
い
る
自

転
車
等
に
は
ス
テ
ッ
カ
ー
を
取
り
付

け
、
一
定
期
間
引
き
取
り
の
な
い
場

合
は
警
察
に
盗
難
車
等
の
調
査
を
依

頼
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

（
答
弁
）

庁
舎
周
辺
・
他
の
町
内
公
共
施
設

に
つ
い
て
は
、
長
期
間
の
放
置
が
確

認
で
き
た
際
、
自
転
車
に
警
告
書
を

貼
付
し
、
期
間
を
定
め
て
移
動
を
促

し
て
い
る
。
期
間
内
に
移
動
の
な
い

自
転
車
に
つ
い
て
は
、
徳
島
北
警
察

署
に
盗
難
車
等
の
調
査
依
頼
を
行
い
、

持
ち
主
が
わ
か
る
物
に
つ
い
て
は
警

察
署
よ
り
連
絡
を
随
時
行
っ
て
い
る
。

（
質
問
五
）
防
災
無
線
に
つ
い
て

町
内
に
防
災
行
政
無
線
設
備
を
二

二
カ
所
設
置
し
て
い
る
が
、
ス
ピ
ー

カ
ー
の
音
声
が
聞
こ
え
な
い
地
域
が

あ
る
。
緊
急
災
害
情
報
が
町
民
に
伝

わ
ら
な
い
地
域
が
あ
っ
て
は
、
防
災

無
線
の
用
を
な
さ
な
い
。
毎
月
十
九

日
に
無
線
設
備
の
テ
ス
ト
を
実
施
し

て
い
る
の
で
、
状
況
調
査
を
提
案
し

た
い
。

情
報
が
正
常
に
届
か
な
い
「
緊
急

災
害
情
報
難
民
」
を
な
く
す
た
め
に
、

屋
外
子
局
の
増
設
等
の
検
討
の
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
如
何
か
。

（
答
弁
）

防
災
無
線
は
、
定
期
的
に
保
守
点

検
を
行
っ
て
い
る
が
、
ス
ピ
ー
カ
ー

の
音
声
が
聞
こ
え
て
い
な
い
地
域
は

把
握
で
き
て
い
な
い
の
で
、
再
度
点

検
を
行
い
、
音
声
の
聞
こ
え
な
い
地

域
の
解
消
に
努
め
る
。

「
緊
急
情
報
難
民
」
に
関
し
て
は
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
緊
急
情
報

を
配
信
す
る
「
緊
急
お
知
ら
せ
サ
イ

ト
」
や
キ
ュ
ー
テ
レ
ビ
に
町
の
緊
急

情
報
を
配
信
す
る
「
Ｌ
字
放
送
」
を

活
用
し
、
対
応
し
て
い
く
。
ま
た
自

主
防
災
組
織
の
方
に
防
災
情
報
を
配

信
す
る
メ
ー
ル
等
各
種
施
策
も
検
討

す
る
。

（
質
問
六
）
図
書
館
用
ク
ラ
ウ
ド
コ

ン
ピ
ユ
ー
テ
ィ
ン
グ
活
用
に
つ
い
て

ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

と
は
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
や
サ
ー
バ
ー

を
購
入
せ
ず
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

経
由
で
利
用
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
活
用
法
で
あ
る
。
図
書
館
の
利
用

者
は
ネ
ッ
ト
を
通
じ
本
の
予
約
や
検

索
が
可
能
に
な
る
。
先
行
導
入
し
て

い
る
自
治
体
の
利
用
実
績
を
調
査
、

研
修
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

（
答
弁
）

図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
は
現
行
の

リ
ー
ス
が
本
年
６
月
末
ま
で
と
な
っ

て
い
る
。
次
期
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

際
し
て
は
ネ
ッ
ト
検
索
と
合
わ
せ
て

県
立
図
書
館
や
他
館
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
築
な
ど
、
さ
ら
に
改
善
し
た

仕
組
み
に
し
た
い
と
考
え
て
現
在
準

備
検
討
作
業
を
進
め
て
い
る
。

（
質
問
七
）
教
育
委
員
の
定
数
に
つ

い
て来

年
、
中
学
校
の
卒
業
で
委
員
が

資
格
を
失
い
、
空
席
に
な
る
恐
れ
が

あ
る
。
四
年
の
任
期
を
全
う
で
き
る

人
選
を
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

（
答
弁
）

小
中
学
校
と
も
に
、
一
校
の
児
童

数
、
生
徒
数
が
他
市
町
村
に
比
べ
て

多
い
状
況
か
ら
、
今
回
条
例
改
正
に

よ
り
、
保
護
者
代
表
の
教
育
委
員
を

一
名
増
員
し
た
い
。

（
質
問
八
）
中
学
校
プ
ー
ル
の
防
犯

壁
設
置
に
つ
い
て

中
学
校
プ
ー
ル
北
側
の
家
屋
が
解

体
さ
れ
、
道
路
か
ら
プ
ー
ル
が
丸
見

え
で
あ
る
。
現
在
の
ま
ま
使
用
す
る

の
が
適
切
か
ど
う
か
を
十
分
検
討
の

上
、
目
隠
し
用
の
防
犯
壁
等
の
対
策

を
講
じ
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

（
答
弁
）

プ
ー
ル
開
始

ま
で
に
空
き
地

の
状
況
に
よ
り

目
隠
し
用
ネ
ッ

ト
の
設
置
等
、

対
応
策
を
考
え

た
い
。

樋
口
富
夫
議
員

（
質
問
一
）
旧

東
邦
レ
ー
ヨ
ン

跡
地
の
企
業
誘

致
に
つ
い
て

二
〇
一
一
年

二
月
七
日
、
旧
東
邦
レ
ー
ヨ
ン
跡
地

に
大
鵬
薬
品
工
業
の
進
出
が
決
定
し

発
表
さ
れ
た
。
来
年
二
〇
一
二
年
一

月
着
工
、
二
〇
一
四
年
五
月
本
格
稼

動
を
目
指
し
て
い
る
。
事
業
費
七
〇

億
円
で
が
ん
治
療
薬
の
生
産
拠
点
と

な
り
、
今
後
北
島
町
の
活
性
化
及
び

雇
用
の
拡
大
と
税
収
Ｕ
Ｐ
に
大
き
く

寄
与
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
を
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
多
目
的
広
場
や

公
園
も
隣
接
さ
れ
町
民
の
憩
い
の
場

や
、
鷲
敷
工
場
の
よ
う
に
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
も
期
待
さ
れ
る
。
北
島
町
と

し
て
も
本
当
に
素
晴
ら
し
い
企
業
の

進
出
で
あ
り
、
今
後
全
面
的
に
協
力

し
受
け
入
れ
態
勢
を
万
全
に
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
町
内
企
業
の

活
性
化
に
も
是
非
つ
な
げ
て
い
こ
う

と
考
え
質
問
す
る
。

①

進
出
企
業
の
受
け
入
れ
に
関
し

て
、
町
は
協
力
体
制
と
し
て
何
を
す

べ
き
か
検
討
し
て
い
る
か
。

②

地
元
雇
用
が
二
〇
〜
三
〇
人
と

の
報
道
で
あ
る
が
、
増
員
の
働
き
か

け
を
お
願
い
し
た
い
。

③

来
年
一
月
か
ら
工
事
着
工
の
予

定
で
あ
る
が
、
地
元
業
者
を
有
効
活

用
す
べ
く
積
極
的
な
陳
情
活
動
を
お

願
い
し
た
い
。
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（
答
弁
）

町
と
し
て
は
公
共
下
水
道
へ
の
排

水
の
確
保
な
ど
円
滑
な
工
場
立
地
に

つ
い
て
、
全
面
的
な
協
力
を
行
う
こ

と
に
し
て
い
る
。
地
元
雇
用
に
つ
い

て
は
、
ご
配
慮
い
た
だ
け
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
今
後
、
雇
用
拡
大
に

向
け
働
き
か
け
を
し
て
い
く
。
建
設

工
事
へ
の
地
元
業
者
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
も
積
極
的
に
陳
情
し
て
い
く
。

（
質
問
一
）
④

工
事
が
開
始
さ
れ
る
と
多
く
の
作

業
者
が
北
島
町
に
来
る
が
、
大
塚
グ

ル
ー
プ
敷
地
の
北
側
に
隣
接
す
る
町

道
六
五
八
号
線
は
街
路
灯
も
暗
く
寂

し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
ま
た
、
徳

島
北
高
校
の
通
学
路
で
も
あ
り
、
安

全
・
安
心
確
保
の
た
め
、
是
非
と
も

照
明
を
明
る
く
し
て
ほ
し
い
と
の
強

い
要
望
が
あ
る
の
で
前
向
き
な
対
応

を
お
願
い
し
た
い
。

（
答
弁
）

企
業
の
進
出
計
画
も
考
慮
に
入
れ
、

通
学
路
と
し
て
、
ま
た
近
隣
住
民
の

方
々
の
生
活
道
路
と
し
て
、
安
心
・

安
全
確
保
の
た
め
迅
速
に
対
応
し
て

い
き
た
い
。

（
質
問
二
）
新
高
橋
の
今
後
の
対
応

に
つ
い
て

県
道
北
島
池
谷
停
車
場
線
上
に
架

か
る
新
高
橋
は
幅
も
狭
く
老
朽
化
が

進
行
し
て
い
る
た
め
、
住
民
の
多
く

か
ら
不
安
が
聞
こ
え
て
く
る
。
特
に

橋
上
で
の
信
号
待
ち
時
に
発
生
す
る

大
き
な
振
動
。
橋
の
南
側
に
併
設
さ

れ
た
狭
い
自
転
車
・
歩
道
の
専
用
部
。

い
つ
事
故
が
発
生
し
て
も
不
思
議
で

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
近

い
将
来
に
発
生
が
予
測
さ
れ
る
地
震

や
、
異
常
気
象
に
よ
る
集
中
豪
雨
に

耐
え
ら
れ
る
か
心
配
で
あ
る
。

①

地
震
や
集
中
豪
雨
に
対
す
る
対

応
は
十
分
と
考
え
る
か
。

②

自
転
車
・
歩
道
の
専
用
部
は
片

側
の
た
め
、
事
故
の
危
険
性
が
考
え

ら
れ
る
が
そ
の
改
善
策
は
如
何
か
。

③

堤
防
の
築
堤
工
事
の
関
係
で
新

高
橋
の
架
け
替
え
の
見
通
し
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

④

板
野
郡
選
出
の
県
議
に
も
協
力

を
お
願
い
し
、
一
緒
に
陳
情
を
実
施

し
た
事
が
あ
る
か
。

（
答
弁
）

新
高
橋
に
つ
い
て
は
、
機
会
あ
る

ご
と
に
要
望
を
し
て
き
た
が
、
昨
年

十
一
月
十
七
日
に
、
徳
島
県
知
事
を

は
じ
め
各
担
当
部
局
へ
、
現
状
の
問

題
点
な
ど
の
状
況
説
明
を
行
い
、
早

期
架
け
替
え
に
つ
い
て
強
く
要
望
し

て
き
た
。
そ
の
中
で
現
在
は
、
橋
の

修
繕
的
な
予
算
し
か
な
く
、
国
土
交

通
省
の
堤
防
の
築
堤
工
事
や
県
内
の

道
路
事
業
予
算
の
関
係
も
あ
り
、
進

ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。

今
後
も
、
様
々
な
機
会
に
お
い
て

多
方
面
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
重
要

な
要
望
事
項
と
し
て
早
急
な
着
手
を

強
く
要
望
し
て
い
く
。

（
質
問
三
）
町
有
地
の
確
保
に
つ
い

て
北
島
町
役
場
で
は
多
く
の
会
議
や

催
し
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
駐
車
場

が
狭
く
苦
慮
し
て
い
る
。
創
世
ホ
ー

ル
で
も
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
有
効
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
や
は

り
駐
車
場
の
不
足
が
問
題
視
さ
れ
駐

車
違
反
も
多
い
。
北
島
南
幼
・
小
学

校
の
よ
う
に
土
地
を
購
入
す
る
機
会

が
あ
っ
た
の
に
未
購
入
だ
っ
た
た
め
、

必
要
な
時
に
な
か
な
か
購
入
で
き
な

い
ジ
レ
ン
マ
も
あ
る
。
子
育
て
支
援

の
一
環
で
今
年
度
四
月
か
ら
在
宅
児

童
を
対
象
と
し
た
幼
稚
園
の
二
年
保

育
が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
今
後
も
用

地
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
く
る
。
大
鵬

薬
品
工
業
の
進
出
が
決
定
し
、
今
後

更
に
北
島
町
の
人
口
増
が
予
測
さ
れ
、

子
ど
も
さ
ん
も
同
時
に
増
加
す
る
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
今
ま
で

以
上
に
活
性
化
さ
れ
た
、
《
明
る
く

豊
か
な
北
島
町
》
が
実
現
す
る
も
の

と
期
待
を
し
て
い
る
。
そ
こ
で
将
来

を
見
据
え
た
長
い
展
望
に
立
ち
十
年

先
・
二
十
年
先
の
こ
と
を
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

①

北
島
町
役
場
・
中
学
校
・
各
小

学
校
近
辺
の
土
地
を
、
購
入
が
可
能

な
時
に
町
有
地
と
し
て
確
保
し
て
お

く
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
な
お

企
業
進
出
効
果
に
よ
り
大
幅
な
税
収

ア
ッ
プ
等
を
考
慮
し
北
島
町
と
し
て

の
見
解
を
聞
き
た
い
。

②

松
茂
町
・
藍
住
町
と
同
様
に
役

場
近
辺
を
借
地
し
、
有
効
に
活
用
し

て
は
如
何
か
。

（
答
弁
）

学
校
用
地
に
つ
い
て
は
、
生
徒
・

児
童
の
推
移
を
注
視
し
な
が
ら
必
要

に
応
じ
て
用
地
の
取
得
な
ど
に
つ
い

て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

本
庁
舎
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
保

健
相
談
セ
ン
タ
ー
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
図
書
館
・
創
世
ホ
ー
ル
、
サ

ン
ラ
イ
フ
が
隣
接
し
駐
車
場
を
共
有

し
て
い
る
た
め
、
現
在
行
っ
て
い
る

車
庫
等
の
移
転
工
事
期
間
中
に
つ
い

て
は
、
住
民
の
皆
様
に
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
い
る
。

現
在
は
、
職
員
の
庁
舎
駐
車
場
の

利
用
を
原
則
禁
止
し
て
お
り
、
外
構

工
事
が
終
了
す
る
と
駐
車
場
不
足
も

か
な
り
解
消
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

来
庁
者
へ
の
ご
不
便
を
か
け
ぬ
よ

う
、
今
後
も
行
事
等
の
開
催
日
に
は
、

各
施
設
に
お
い
て
連
絡
を
密
に
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

武
山
光
憲
議
員

（
質
問
一
）
首

長
の
中
期
基
本

構
想
に
つ
い
て

今
年
度
か
ら

は
首
長
と
し
て
、

理
念
、
町
づ
く
り
構
想
が
問
わ
れ
る
。

今
後
益
々
厳
し
く
な
る
財
政
の
中
、

中
期
的
構
想
は
持
っ
て
い
る
か
。

（
答
弁
）

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
「
地
域
の
自
立
で
豊
か
な
暮
ら

し
」
を
目
指
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
子
育
て
支
援
、
地
場

産
業
の
育
成
、
安
心
安
全
の
ま
ち
づ

く
り
、
都
市
基
盤
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
後
も
、
産
業
と
自
然
・

環
境
が
調
和
し
た
魅
力
あ
る
町
、
文

化
的
で
保
育
・
教
育
や
子
育
て
支
援

が
充
実
し
た
町
、
心
安
ら
ぐ
福
祉
と

健
康
で
明
る
い
町
、
安
定
し
た
財
政

運
営
と
透
明
な
行
政
の
町
を
目
指
し

て
い
く
。

現
在
の
中
期
的
構
想
と
し
て
は
、

十
八
年
度
か
ら
十
年
間
の
第
四
次
振

興
計
画
、
二
十
二
年
度
か
ら
五
年
間

の
第
二
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
、
二
十

三
年
度
か
ら
三
年
間
の
実
施
計
画
に

基
づ
い
て
い
る
が
、
今
後
、
ま
ち
づ

く
り
の
考
え
に
基
づ
き
計
画
し
て
い

く
。

（
質
問
二
）
人
材
育
成
に
つ
い
て

北
島
町
の
人
員
構
成
は
、
他
の
自

治
体
と
比
べ
中
間
層
が
少
な
い
。

全
国
先
進
自
治
体
事
例
、
民
間
研

修
等
に
参
加
さ
せ
る
考
え
は
な
い
か
。

（
答
弁
）

二
十
三
年
度
か
ら
は
定
住
自
立
圏

構
想
に
お
け
る
連
携
市
町
村
の
合
同

に
よ
る
研
修
の
実
施
や
、
海
上
自
衛

隊
徳
島
教
育
航
空
群
に
お
い
て
三
泊

四
日
の
新
規
採
用
職
員
研
修
を
実
施

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

（
質
問
三
）
下
水
道
接
続
促
進
体
制

に
つ
い
て

住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
、
工
事
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管
理
体
制
、
個
人
の
つ
な
ぎ
込
み
工

事
等
、
促
進
す
る
た
め
の
十
分
な
体

制
は
と
れ
て
い
る
か
。

（
答
弁
）

下
水
道
へ
接
続
す
る
宅
内
の
改
造

工
事
は
、
町
が
指
定
す
る
工
事
店
か

ら
各
自
で
見
積
り
を
取
っ
て
い
た
だ

き
施
工
し
て
い
る
が
、
な
か
に
は
工

事
日
数
や
見
積
り
等
で
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
て
い
る
事
例
も
見
受
け
ら
れ

る
。今

後
は
、
工
事
説
明
会
に
お
い
て

も
更
に
詳
し
く
説
明
を
行
う
と
と
も

に
、
指
定
工
事
店
の
指
導
も
行
い
な

が
ら
下
水
道
の
更
な
る
普
及
促
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

（
質
問
四
）
武
道
館
の
駐
車
場
問
題

に
つ
い
て

武
道
館
の
駐
車
場
は
十
二
台
程
し

か
駐
車
で
き
ず
、
特
に
大
会
開
催
時

は
対
処
に
苦
労
し
て
い
る
。
隣
地
を

借
地
で
き
る
か
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）

利
用
者
の
不
便
解
消
に
向
け
、
借

地
も
含
め
た
近
隣
用
地
所
有
者
と
の

協
議
と
と
も
に
、
そ
の
他
施
策
を
考

え
て
い
く
。

（
質
問
五
）
小
学
生
の
英
語
教
育
に

つ
い
て

二
十
三
年
度
よ
り
小
学
五
・
六
年

生
を
対
象
に
英
語
教
育
が
実
施
さ
れ

る
が
、
ど
の
様
な
体
制
を
と
る
の
か
。

（
答
弁
）

担
任
が
中
心
と
な
り
授
業
を
行
い
、

英
語
指
導
助
手
一
名
が
町
内
三
校
を

補
佐
す
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

（
質
問
六
）防
災
体
制（
食
料
備
蓄
）

の
課
題
に
つ
い
て

北
島
町
の
食
料
備
蓄
場
所
と
備
蓄

量
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

（
答
弁
）

消
費
期
限
の
問
題
も
あ
り
最
低
限

の
食
料
と
飲
料
水
を
総
合
庁
舎
に
備

蓄
し
て
い
る
。
備
蓄
量
は
、
乾
パ
ン

（
約
二
二
〇
食
）、雑
炊
（
一
、
〇
五

〇
食
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
災
害
時

に
物
資
の
提
供
を
受
け
る
協
定
を
町

内
で
は
「
と
く
し
ま
生
協
」
と
締
結

し
て
い
る
。

（
質
問
七
）
避
難
場
所
の
災
害
用
簡

易
ト
イ
レ
設
置
に
つ
い
て

阪
神
淡
路
大
震
災
で
当
時
一
番
困

っ
た
の
は
ト
イ
レ
で
あ
り
、
排
水
管

が
破
損
し
利
用
で
き
な
か
っ
た
。
都

市
部
で
は
災
害
時
の
簡
易
ト
イ
レ
と

し
て
、
防
災
公
園
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
の
大
規
模
な
工
事
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。

避
難
場
所
に
簡
易
ト
イ
レ
（
安
価

な
段
ボ
ー
ル
か
ら
種
類
は
多
い
）
を

備
蓄
し
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る

施
設
で
は
、
そ
の
管
路
に
被
害
が
な

い
場
合
、
マ
ン
ホ
ー
ル
に
直
接
投
入

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
簡
易
式

の
組
立
ト
イ
レ
は
有
効
で
あ
り
、
ど

の
よ
う
な
仕
様
が
適
当
で
あ
る
か
を

検
討
し
て
い
く
。

簡
易
ト
イ
レ
の
備
蓄
に
関
し
て
も
、

避
難
場
所
へ
の
設
置
を
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
現
在
、
徳
島
県
環
境
技
術

セ
ン
タ
ー
と
、
仮
設
ト
イ
レ
の
提
供

等
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

（
質
問
八
）
自
主
防
災
連
合
会
と
の

訓
練
・
取
り
組
み
に
つ
い
て

自
主
防
災
組
織
連
合
会
に
お
い
て
、

職
員
・
地
域
自
主
防
災
組
織
・
社
協

と
の
連
携
訓
練
の
あ
り
方
を
再
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）

防
災
訓
練
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
協
議
し
な
が
ら
、
連
携
に
向

け
て
検
討
し
て
い
く
。

（
質
問
九
）
普
通
救
命
講
習
へ
の
参

加
に
つ
い
て

板
野
東
部
消
防
署
で
実
施
し
て
い

る
普
通
救
命
講
習
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
北

島
町
か
ら
受
講
し
て
い
る
の
は
、
二

十
一
年
度
は
八
団
体
で
四
三
〇
名
、

二
十
二
年
度
は
九
団
体
で
四
一
四
名

で
あ
る
。
自
治
体
か
ら
率
先
垂
範
し

模
範
を
示
す
た
め
に
も
、
職
員
が
交

代
で
受
講
す
べ
き
で
な
い
か
。

（
答
弁
）

防
災
訓
練
時
に
は
職
員
を
対
象
と

し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
等
の
講
習
を
行
い
、
積

極
的
な
講
習
参
加
を
勧
め
て
緊
急
時

に
お
け
る
技
術
の
習
得
を
図
っ
て
い

る
。
救
命
講
習
に
関
し
て
は
、
新
規

採
用
職
員
や
未
受
講
者
を
対
象
に
実

施
す
る
と
と
も
に
既
に
講
習
を
受
け

て
い
る
職
員
も
定
期
的
に
受
講
を
し

て
い
く
。

ま
た
職
員
や
来
庁
さ
れ
た
住
民
の

方
に
、
防
災
情
報
等
の
周
知
や
啓
発

を
目
的
と
し
て
、
一
階
ロ
ビ
ー
の
テ

レ
ビ
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を
放
送

す
る
等
の
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

増
谷
禎
通
議
員

（
質
問
一
）
国

民
健
康
保
険
問

題
に
つ
い
て

①

徳
島
市
等

で
は
、
要
介
護

一
級
か
ら
五
級
は
所
得
控
除
が
受
け

ら
れ
る
。
北
島
町
も
所
得
税
法
施
行

要
綱
を
制
定
す
べ
き
で
な
い
か
。

（
答
弁
）

北
島
町
障
害
者
控
除
認
定
に
関
す

る
要
綱
の
策
定
に
向
け
て
前
向
き
に

検
討
す
る
。

（
質
問
一
）
②

右
記
六
五
歳
以
上
対
象
者
と
、
う

ち
身
体
障
が
い
者
手
帳
を
所
持
し
て

い
る
方
は
何
人
い
る
か
。

（
答
弁
）

対
象
者
は
五
八
五
人
で
、
う
ち
障

が
い
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
方
は

一
六
七
人
で
あ
る
。

（
質
問
一
）
③

保
険
証
の
交
付
時
に
、
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー
ル
を
貼
っ
て

は
ど
う
か
。

（
答
弁
）

「
国
保
の
し
お
り
」
の
裏
表
紙
に

印
刷
さ
れ
て
い
る
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」
を
切
り
取
っ

て
、
保
険
証
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

（
質
問
一
）
④

低
所
得
者
の
保
険
料
を
引
き
下
げ

る
た
め
に
、
国
保
税
率
の
見
直
し
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
答
弁
）

二
十
三
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
基

金
の
取
り
崩
し
で
予
算
計
上
し
て
い

る
の
で
、
保
険
税
の
限
度
額
だ
け
引

き
上
げ
る
予
定
に
し
て
お
り
、
税
率

の
見
直
し
は
行
わ
な
い
。

（
質
問
一
）
⑤

一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
市
町
村

に
よ
っ
て
格
差
が
大
き
い
。
北
島
町

は
い
く
ら
か
。
ま
た
、
そ
の
原
因
に

つ
い
て
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

（
答
弁
）

二
十
一
年
度
の
一
人
当
た
り
の
医

療
費
は
、
三
〇
万
八
千
円
で
あ
る
。

今
後
、
国
保
連
合
会
と
協
議
を
し

な
が
ら
そ
の
原
因
を
考
え
、
医
療
費

の
抑
制
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

（
質
問
二
）
障
が
い
児
者
の
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て

障
が
い
児
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

つ
く
っ
て
欲
し
い
。

（
答
弁
）

障
が
い
者
基
本
法
の
理
念
を
踏
ま

え
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

（
質
問
三
）
武
道
館
の
駐
車
場
と
施

設
改
修
に
つ
い
て

①

武
道
館
は
築
二
十
年
が
経
過
し

老
朽
化
が
目
立
つ
の
で
、
改
修
計
画

を
予
算
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
答
弁
）
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今
回
の
補
正
で
「
公
共
施
設
等
整

備
基
金
」
に
改
修
に
備
え
積
立
を
行

い
、
武
道
館
を
含
め
た
各
施
設
の
計

画
的
な
改
修
を
実
施
し
て
い
く
。

（
質
問
三
）
②

武
道
館
の
駐
車
場
と
道
路
拡
幅
を

お
願
い
し
た
い
。

（
答
弁
）

借
地
も
含
め
た
近
隣
用
地
所
有
者

と
の
協
議
と
と
も
に
、
そ
の
他
施
策

を
考
え
て
い
く
。
前
面
道
路
の
拡
張

に
つ
い
て
も
駐
車
場
同
様
、
十
分
協

議
を
行
っ
て
い
く
。

（
質
問
四
）
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
つ
い
て

①

徳
新
に
、
徳
島
県
の
首
長
に
よ

る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
公
表

さ
れ
た
。
古
川
町
長
は
条
件
付
賛
成

の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
導
入
に
よ

り
自
給
率
が
益
々
低
下
す
る
と
思
う

が
、
ど
う
か
。

（
答
弁
）

農
業
よ
り
他
の
産
業
部
門
に
携
る

方
が
多
い
北
島
町
で
は
、
参
加
す
る

こ
と
で
得
る
利
益
が
多
い
よ
う
に
考

え
ら
れ
る
が
、
農
業
を
守
る
施
策
は

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
れ
ら
国
内
農
業
を
守
り
食
糧
自

給
率
を
低
下
さ
せ
な
い
国
の
施
策
を

北
島
町
で
も
協
力
的
に
実
施
し
て
い

き
た
い
。

（
質
問
四
）
②

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
研
修
会
を
開
催

し
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）

今
後
の
国
の
動
向
を
見
守
り
、
町

と
し
て
も
研
究
し
て
い
き
た
い
。

（
質
問
五
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

に
つ
い
て

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
送
迎
用
バ
ス
を
、

運
行
し
て
い
な
い
日
時
に
、
試
験
的

に
走
ら
せ
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

（
答
弁
）

福
祉
バ
ス
送
迎
し
て
い
な
い
日
も

各
種
団
体
か
ら
の
利
用
申
込
が
あ
り
、

利
用
頻
度
が
高
い
状
況
で
あ
る
。
今

後
、
福
祉
バ
ス
管
理
運
営
規
程
等
の

諸
条
件
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

（
質
問
六
）
定
住
自
立
圏
の
形
成
に

関
す
る
協
定
に
つ
い
て

①

十
八
年
か
ら
徳
島
東
部
地
域
市

町
村
懇
話
会
が
八
回
行
わ
れ
て
き
た

が
、
議
会
に
報
告
さ
れ
て
い
な
い
の

は
な
ぜ
か
。

（
答
弁
）

二
十
二
年
九
月
の
委
員
会
で
概
要

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
報
告
し
、
十
二

月
議
会
で
議
決
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
後
、
中
心
市
が
作
成
す
る
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
向
け
て
具
体
的
な

協
議
を
重
ね
て
い
く
が
、
適
時
報
告

し
て
い
く
。

（
質
問
六
）
②

実
際
に
何
が
話
し
合
わ
れ
て
き
た

か
聞
き
た
い
。

（
答
弁
）

各
市
町
村
か
ら
提
出
さ
れ
た
、
公

共
施
設
の
利
用
、
環
境
保
全
、
文
化

交
流
、
幹
線
道
路
の
整
備
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

連
携
で
き
る
項
目
や
内
容
に
つ
い
て

協
議
を
重
ね
て
き
た
。

（
質
問
六
）
③

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
と
あ
る
が
、

町
道
一
号
線
を
含
む
北
環
状
線
問
題

は
話
し
合
わ
れ
て
き
た
か
。

（
答
弁
）

町
道
一
号
線
の
県
道
格
上
げ
及
び

整
備
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
へ
向
け

た
道
路
整
備
促
進
の
た
め
の
共
同
要

望
実
施
を
提
案
し
て
い
る
。

（
質
問
七
）
職
員
の
時
間
外
勤
務
手

当
に
つ
い
て

①

職
員
の
時
間
外
勤
務
は
課
に
よ

っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。

②

決
ま
っ
た
人
が
時
間
外
労
働
を

し
て
い
る
。
な
ぜ
改
善
さ
れ
な
い
か
。

③

時
間
内
に
仕
事
を
片
付
け
る
訓

練
を
さ
せ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

（
答
弁
）

業
務
終
了
後
、
あ
る
い
は
土
・
日

曜
日
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
業
務
や

イ
ベ
ン
ト
等
、
課
に
よ
っ
て
事
務
内

容
に
相
違
が
あ
る
。
仕
事
量
に
個
人

差
が
生
じ
る
場
合
は
、
課
内
全
員
で

協
議
を
行
い
、
事
務
分
掌
の
見
直
し

等
で
対
応
を
図
っ
て
い
る
。
不
均
衡

解
消
に
向
け
、
人
事
異
動
等
に
も
十

分
配
慮
し
て
、
適
切
な
人
員
配
置
を

行
っ
て
い
く
。

（
質
問
七
）
④

年
間
の
時
間
外
手
当
は
い
く
ら
か
。

（
答
弁
）

二
十
年
度
は
三
、
一
五
六
万
円
余

り
、
二
十
一
年
度
は
三
、
二
八
五
万

円
余
り
、
二
十
二
年
度
は
一
月
末
現

在
で
二
、
六
二
三
万
円
余
り
と
な
っ

て
い
る
。

（
質
問
八
）
ご
み
処
理
問
題
に
つ
い

て①

粗
大
・
そ
の
他
の
ご
み
を
二
カ

月
に
一
回
で
も
収
集
で
き
な
い
か
。

②

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委

託
し
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）

分
別
区
分
や
収
集
頻
度
の
見
直
し

を
す
る
中
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
の
委
託
も
含
め
て
検
討
す
る
。

（
質
問
九
）
教
育
問
題
中
学
校
教
職

員
の
ク
ラ
ブ
活
動
及
び
人
権
等
校
外

講
演
活
動
に
つ
い
て

①

ク
ラ
ブ
活
動
の
日
報
は
提
出
さ

れ
て
い
る
か
。

（
答
弁
）

顧
問
等
か
ら
日
報
の
提
出
は
な
い
。

（
質
問
九
）
②

ク
ラ
ブ
の
指
導
に
格
差
が
あ
り
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
チ
ェ
ッ
ク
す

る
方
法
は
な
い
の
か
。

（
答
弁
）

人
間
関
係
と
対
話
の
中
で
指
導
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
質
問
九
）
③

教
師
に
は
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
に
よ

る
出
勤
管
理
は
行
わ
れ
な
い
の
か
。

（
答
弁
）

押
印
し
た
出
勤
簿
に
よ
り
管
理
を

し
て
い
る
。

（
質
問
九
）
④

ク
ラ
ブ
の
特
殊
業
務
手
当
実
績
簿

の
時
間
に
は
差
違
が
あ
る
よ
う
で
あ

る
が
、
調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

（
答
弁
）

特
殊
業
務
手
当
実
績
簿
の
時
間
に

つ
い
て
は
、
本
人
の
申
請
を
校
長
、

教
頭
で
確
認
し
て
い
る
。

（
質
問
九
）
⑤

民
間
の
コ
ー
チ
を
大
幅
に
増
や
し

強
化
す
べ
き
と
思
う
が
。

（
答
弁
）

コ
ー
チ
に
つ
い
て
は
、
適
切
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
方
に
お
願
い
を
し

て
き
た
が
、
何
ら
か
の
方
法
を
見
出

し
た
い
。

（
質
問
九
）
⑥

コ
ー
チ
の
謝
礼
が
余
り
に
も
少
な

い
の
で
は
。

（
答
弁
）

他
町
を
調
査
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

【
議
会
傍
聴
の

お
知
ら
せ
】

本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
傍
聴
は

本
会
議
当
日
、
先
着
順
に
受
け
付

け
を
し
て
い
ま
す
。
第
二
回
定
例

会
は
六
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
日

時
等
に
つ
い
て
は
、
議
会
事
務
局

ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
決
定
次
第
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
す

る
予
定
で
す
。

�
六
九
八
―
九
八
一
一
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わ
く
わ
く
・
リ
サ
イ
ク
ル

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時
▼
五
月
十
五
日
�
十
時
〜

日
時
▼
六
月
五
日
�
十
時
〜

会
場
▼
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
合
せ
▼
島
浦
（
�
〇
九
〇
・
七
一

四
八
・
四
三
三
九
）

手
作
り
の
部
屋
★
竹
馬
を
作
ろ
う

日
時
▼
五
月
二
十
一
日
�
十
三
時
〜

十
六
時

会
場
▼
二
階
会
議
室

入
場
料
▼
無
料

対
象
▼
小
学
一
年
生
〜
中
学
三
年
生

主
催
▼
手
作
り
工
作
に
親
し
む
会

（
坂
野
�
六
九
八
・
六
九
〇
七
）

■
材
料
や
道
具
は
用
意
し
ま
す
。
保

護
者
の
方
も
ご
一
緒
に
ど
う
ぞ
。

創
世
ホ
ー
ル
名
画
鑑
賞
会
⑬

「

奇

跡

の

海

」

日
時
▼
五
月
二
十
一
日
�

３
回
上
映

①
十
時
半
〜

②
十
二
時
半
〜

③
十
四
時
半
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
前
売
／
大
学
・
一
般
千
円

（
当
日
千
三
百
円
）、小
中
高
当
日
の

み
八
百
円
、
シ
ニ
ア
（
六
十
歳
以

上
）
前
売
当
日
共
一
千
円

内
容
▼「
奇
跡
の
海
」（
二
〇
〇
九
年
）

監
督＝

松
生
秀
二
、
出
演＝

篠
田

拓
馬
、
渡
辺
裕
之
、
田
中
好
子
他

主
催
▼
創
世
ホ
ー
ル
名
画
鑑
賞
会
実

行
委
員
会
、
北
島
町
、
徳
島
新
聞

社
（
創
世
ホ
ー
ル
�

六
九
八
・
一
一
〇

〇
）

■
阿
南
市
椿
泊
で
撮
影

さ
れ
た
話
題
の
映
画
で

す
。
既
に
本
県
で
は
一

万
人
超
が
鑑
賞
。
多
数

ご
参
集
下
さ
い
。

ペ
ル
ヴ
ァ
ン
シ
ュ
吹
奏
楽
団
演
奏
会

日
時
▼
五
月
二
十
九
日
�
十
三
時
半
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
無
料

演
奏
予
定
曲
目
▼「
天
空
へ
の
挑
戦
」

「
宇
宙
船
艦
ヤ
マ
ト
」
ほ
か

出
演
・
主
催
▼
ペ
ル
ヴ
ァ
ン
シ
ュ
吹

奏
楽
団
（
野
田
�
〇
九
〇
・
八
九

七
六
・
六
一
二
三
）

朗
読
芝
居
・
小
泉
八
雲「
怪
談
」

日
時
▼
七
月
二
日
�
十
七
時
半
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
前
売
二
千
八
百
円
（
当
日

三
千
円
）

出
演
者
▼
森
優
子
（
朗
読
、
徳
島
市

出
身
、
千
葉
県
松
戸
市
在
住
）、あ

わ
工
芸
座
（
人
形
共
演
）、森
香
織

留
（
朗
読
）、是
永
千
穂
（
朗
読
）

演
目
▼
第
一
部
◎
朗
読
芝
居
「
耳
な

し
芳
一
」
ほ
か
、
第
二
部
◎
人
形

語
り
「
牡
丹
灯
籠
」

脚
本
・
構
成
▼
鈴
木
之
彦

主
催
▼
徳
島
朗

読
舞
台
実
行

委
員
会
（
杉

本
�
六
四
五

・
二
八
一

七
）

企
画
・
制
作
▼

オ
フ
ィ
ス
Ｙ

＆
Ｙ

■
二
〇
〇
八
年
、郷
土
文
化
会
館（
あ

わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
）
で
上
演
さ
れ
絶
賛

さ
れ
た
朗
読
芝
居
・
小
泉
八
雲
「
怪

談
」
が
北
島
町
で
再
演
決
定
。
人
形

浄
瑠
璃
と
の
共
演
で
、
さ
ら
な
る
深

化
を
見
せ
ま
す
。
卓
越
し
た
語
り
と

人
形
が
綾
な
す
幻
想
と
耽
美
の
世
界

を
お
楽
し
み
下
さ
い
。
ご
注
目
を
！

お
は
な
し
ワ
ン
ワ
ン
く
ら
ぶ

■
毎
週
日
曜
日
十
四
時
か
ら
、
図
書

館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
で
楽
し
い
お

は
な
し
会
を
し
て
い
ま
す
。
毎
月
第

三
日
曜
日
に
は
手
話
が
つ
き
ま
す
。

■
図
書
館
に
新
し
く
入
っ
た
本
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
児

童

書
》

●
赤
木
か
ん
子
『
改
訂
版

調
べ
学

習
の
基
礎
の
基
礎
』
ポ
プ
ラ
社

●
平
野
剛
『
ぴ
よ
ぴ
よ
ぴ
よ
』
福
音

館
書
店

●
結
城
乃
香
『
ゴ
エ
さ
ん
』
朝
日
学

生
新
聞
社

●
浜
田
尚
子
『
リ
ン
ゴ
の
老
木
と
フ

ク
ロ
ウ
』
文
芸
社

●
ふ
く
ざ
わ
ゆ
み
こ
『
ブ
ル
く
ん
か

く
れ
ん
ぼ
』
福
音
館
書
店

●
牧
野
節
子
『
お
笑
い
一
番
星
』
く

も
ん
出
版

●
武
田
美
穂
『
パ
パ
・
カ
レ
ー
』
ほ

る
ぷ
出
版

《
一

般

書
》

●
五
木
寛
之
・
梅
原
猛『
仏
の
発
見
』

平
凡
社

●
笑
福
亭
銀
瓶
『
銀
瓶
人
語
１
』
西

日
本
出
版
社

●
八
木
荘
司『
大
和
燃
ゆ（
上
・
下
）』

角
川
書
店

●
船
戸
与
一
『
鬼
畜
の
宴
』
小
学
館

●
京
極
夏
彦
『
豆
腐
小
僧
双
六
道
中

お
や
す
み
』
角
川
書
店

●
Ｄ
・
Ｍ
・
デ
ィ
ヴ
ァ
イ
ン
『
五
番

目
の
コ
ー
ド
』
創
元
推
理
文
庫

●
有
川
浩
『
県
庁
お
も
て
な
し
課
』

角
川
書
店

▲シンボルマーク

図
書
館
・

創
世
ホ
ー
ル
だ
よ
り

▲「奇跡の海」のスチール

たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば
ここここここここここここここここここここここここここここここここここここ
はははははははははははははははははははははははははははははははははははは
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
でででででででででででででででででででででででででででででででででででで

買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままままままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
うううううううううううううううううううううううううううううううううううう

あ
な
た
の
買
っ
た
た
ば
こ
１
個

か
ら
９２
円
３６
銭
が
た
ば
こ
税
と
し

て
町
に
収
入
さ
れ
ま
す
。

北
島
町

図 書 館 の 休 館 日
６月

６日�
１３日�～２３日�
２７日�
＊６月１３日～２３日
は蔵書点検のため
図書館は休館しま
す。

５月

２日�～５日�
９日�
１６日�
１９日（第３木・館
内整理日）

２３日�
３０日�
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新喜来 片 岡 和 子「水上スキー」町報フォトグラフィ
ゆとり公園を散歩中に水上スキーの練習をしているのを見かけ
ました。何度も何度もジャンプに挑戦していました。

カメラ キャノン
レンズ ズーム
シャッター １／３２００秒
絞り値 Ｆ６．３
フイルム デジタル

撮影
データ

地地デデジジのの準準備備ををおお急急ぎぎ下下ささいい！！アアナナロロググ放放送送はは、、今今年年７７月月２２４４日日にに終終了了ししまますす
テレビの右上に「アナログ」の文字が表示されていたら地デジ化は未完了です。アナログ終了間際は工事が集中します。間に合わ
ないことがないように、お早めにご準備ください。
１ ケーブルテレビ加入への助成金のお知らせ 県外のアナログ放送を個別アンテナで受信している世帯で、デジタル放送では受
信が困難となる場合で、新たにケーブルテレビ等に加入する際に国からその費用の一部（最大３万円）について支援を受けられる場
合があります。条件に該当するかどうかは、お近くのケーブルテレビ又はデジサポ徳島までお問い合わせ下さい。
助成金受付期間 平成２３年６月１日まで 交付申請から工事完了まで最低２カ月程度の期間がかかりますので、十分余裕を持った
申込みをお願いします。（お問い合わせ先） デジサポ徳島 �０８８－６０３－０２００
２ アンテナ受信（県内波）の方法 NHKと四国放送については、UHFアンテナの設置又は調整により、ほとんどの地域で受信
可能です。詳しくは、お近くの電器店又はデジサポ徳島までお問い合わせ下さい。＊NHK受信料金額免除世帯は、ケーブルテレビ
加入経費やアンテナ工事費等が全額支援される制度を活用してください。
お問い合わせ先 地デジチューナー支援センター �０５７０－０３３８４０

☆☆地地上上デデジジタタルル放放送送視視聴聴ののたためめのの低低所所得得世世帯帯へへのの支支援援ににつついいてて
総務省では、経済的な理由で地上デジタル放送をまだ視聴できない低所得の世帯に対して、支援を行ってします。対象となる世帯
や支援内容は次のとおりです。
（１）NHK放送受信料が全額免除となっている世帯への支援
［支援の対象］まだ地上デジタル放送に対応できず、①生活保護などの公的扶助を受けている世帯②障がい者がいる世帯で、世帯全員
が市町村民税非課税の世帯③社会福祉施設に入所している世帯のいずれかに該当し、NHK放送受信料が全額免除の世帯が対象です。
［支援の内容］地上デジタル放送対応の簡易なチューナー（１台）を無償給付し、対象世帯を訪問してチューナーの設置を行います。
アンテナ改修等が必要な場合は無償で工事行います。
（２）市町村民税非課税世帯への支援
［支援の対象］まだ地上デジタル放送に対応できず、「世帯全員が市町村民税非課税の措置を受けている世帯」が対象です。※NHK
との放送受信契約が必要です。
［支援の内容］地上デジタル放送対応の簡易なチューナー（１台）を無償給付します。また、チューナーの設置方法や操作方法を電
話でサポートします。（チューナーの訪問設置、アンテナ改修等は行いません。）
（３）申込方法等について 申込書に必要事項を記入し、必要書類を添付して総務省 地デジチューナー支援実施センターへ。
申込書は、役場窓口にあります。お問い合せ先はNHK放送受信料全額免除世帯への支援 �０５７０－０３３８４０
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